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主要文獻

第1章　緖 論

生體 ガ變轉常ナラザル環境 ニ在 リテ生活 ノ調和ヲ保 ツハ生體ノ有スル微妙 ナル生活現象ニ據

ルナ リ.併 シ此現象ノ妙機 ト雖モ固 ヨリ其時 トカニ於テ無限ナルニ非ズ.内 釀 スル幾多 ノ障碍,

外襲スル無限ノ事故ハ吾人ノ生活現象 ニ不調和ヲ來 シ茲ニ生體 ノ病的状態 ヲ現出ス.其 間ニ現

ルル生活反應ハ實 ニ千態萬樣 ナル可 シ.而 シテ此際此反應ニ最モ密接ナル關係ヲ有スル血液ガ

啻ニ形態學上ノミナラズ生化學的ニモ亦種々ニ變化 ス可 キハ當然ナリ.就 中赤血球抵抗 ノ變化

ハ種々ナル生活状態或ハ疾患種類ニ從 ヒ其有樣 ヲ異ニスルヲ以テ診斷學上或ハ病機窺察 ノ上ニ

或ハ豫後診定上ニ頗ル興味アルモノナ リ.此 意味ニ於テDuncanハ1867年 始 メテ赤血球抵抗

測定ヲ臨牀上 ニ應用 シ萎黄病患者ノ血液ガ低張食鹽水ニ對 シ抵抗度 ノ減弱 セルヲ報告セリ.爾

來此方面 ノ研究ハ幾多ノ業績 ヲ生 ミシモ其所見必シ モ相一致セズ.從 ヲ未ダ醫學上ノ注目ニ値

セザ リシモChauffardガ 「慢性黄疸 ヲ伴 フ脾臟肥大症」即チ家族性溶血性黄疸(Minkowski)

ニ低張食鹽水 ニ對スル赤血球 ノ抵抗減弱 アルヲ甫 メテ注意 シ,且 之ガ本症 ノ特徴ニシテ且其原

因的要素ナリト考ヘ,次 デ氏及 ビWidalガ 此抵抗減弱ヲ以テ他 ノ黄疸性脾腫 ト區別 シ得 ト考

ヘシ以來本現象ハ醫學者ノ興味ヲ惹 クニ レリ. Eppingerハ 抵抗減弱ナキ溶血性黄疸 ハ存在
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セズ ト極言 セシモ文獻ノ示 ス所必 シモ然 ラズ抵抗減弱ナキ例 ノ報告モ亦少 シトセズ.從 テ溶血

性黄疸 ニ於ケル赤血球ノ低張食鹽水ニ對スル抵抗檢査ハ其診斷的價値昔日ノ如ク絶對的ノモノ

ナラザルニ至 レリ.而 シテ輓近血液 ト最 モ關係深キ脾臟 ノ病理及 ビ其生理ガ實驗的ニ或ハ 臨牀

的ニ檢索サレ其機能闡明サルルニ從 ヒ脾臟 ト赤血球抵抗 トノ關係 ニ就キ内外諸學者 ヨリ幾多ノ

業績公表セラレタ リ. 1895年Botazziハ 脾剔出後赤血球抵抗 ノ增大 スルヲ報告セリ.爾 後幾多

ノ追試行ハ レ脾剔出後ノ赤血球抵抗增大ハ今日殆 ド決定的事實タルニ至 レリ.然 ラバ如何ニシ

テ脾臟 ハ赤血球抵抗 ニ作用 シ且 其剔出後之ヲ增大 セシムルヤニ就テハ今日尚決定的説明無シ. 

Hirschfeld一 派ハ脾臟 ヲ剔出スレバ骨髓 ノ造血作用 ニ對スル抑制除去サルルガ爲 メ造血機能促

進サレ爲 メニ流血中ニ幼若赤血球增加 シ抵抗增強ヲ來ス トシ, Kingハ 脾剔出後 ニ見ル血中類脂

肪體ノ變動ニ因ル トシ, Eddy,稻 松氏等ハ脾臟 ハ或内分泌的物質ヲ以テ赤血球抵抗ヲ加減 ス,

脾剔出ハ該物質ノ缺落ヲ來 スニ由來ス等未 ダ其解説歸一スル所 ナシ.然 ルニ脾臟 ハ多量ノ網状

織内被細胞 ヲ含有 ス.從 テ本細胞 ト赤血球抵抗增減 トノ間ニ何 等 カノ關係無キカハ當 然起ルベ

キ問題ナ リ.而 シテ兩間者ニ或關係ヲ有 ストセバ一般網状織内被細胞系統モ亦赤血球 ノ抵抗 ト

何等カノ關係ヲ有セザルヤトハ是又考慮 サル可 キ所ナリ.

余ハ淺學ヲモ顧 ミズ本問題 ノ研究ニ着手 シ赤血球抵抗增減ノ本態 ニ就 キ且又是 ト脾臟 トノ關

係ニ就キ得タル所見ヲ開陳 シ以テ諸賢 ノ御叱正ヲ乞ハ ントス.

本問題 ノ研究材料 トシテハ泉外科敎室ニ於テ脾剔出ノ行ハレシ10餘 例ノ脾腫患者ニ就キ脾

剔出前後 反ビ其他諸種患者ニ就キ赤血球 ノ滲透性抵抗 ヲ檢 セリ.實 驗的ニハ健康動物ノ脾剔出

ヲ行 ヒテ之ヲ檢索 シ兩者ノ成績 ヲ考慮 シ結論セリ.又 動物ニ於テ「コラルゴール」ヲ以テ網状織

内被細胞系統ノ填塞試驗ヲ行 ヒ本系統 ト赤血球滲透性抵抗 トノ關係如何ヲ究 メタ リ.

第2章　 赤血球 滲透 性抵 抗測 定 法

赤血球抵抗測定方法ニハ化學的,温 熱的,毒 性的及ビ滲透性抵抗ノ測定法アリ.之 等ヲ大別シテ赤血球

ノ滲透性抵抗 ト對溶血毒抵抗 トノ2ト ナシ得ベシ.前 者ハ最モ廣ク使用サル.中 性鹽類溶液.例 之,低 張

食鹽水ヲ用ヒ滲透壓 ノ差異ニ基キ溶血ヲ起スナリ.滲 透性抵抗ノ檢査ハ時ニ高張食鹽水ヲ以テスル場合モ

ア レ ド, Duncan以 來 一 般 ニ低 張 食鹽 水 ヲ以 テ ス.之 ハ0.01%或 ハ0.02%ノ 差 ヲ有 ス ル 食 鹽 水 ヲ1列 ノ小

試 驗 管 ニ等 容 積 ヲ注 入 シ之 ニ一 定 量 ノ血液 ヲ加 ヘ テ一 定 時 間 後 夫 等 ノ溶 血 度 ヲ判 定 ス ルナ リ.面 シテ 其 靜

置 時間 ノ長短,溶 血 度 ノ判 定 方 法等 ハ 一樣 ナ ラ ズ.

CohnreichノSchriftprobenmethode, Arrhenius,木 村, Cohnreich等 ノ比色 法, Cohnreich, Hamburger等

ノ殘 餘 血 球 計算 法, Landoisノ 顯 微鏡 法, Liebermann, Malassez, Chanel等 ノ沈澱 法 等 ア リ.

余ハ患者赤血球抵抗測定ニ當 リ所要血液ハ正中靜脉ヨリ穿刺採血シ動物ニテハ主トシテ耳靜脉ヨリ採血

シ之ヲ用ユル事次ノ如 クシ其滲透性抵抗ヲ檢査セ リ.

1) 上記血液ヲ其儘注射針ヨリ1滴 宛豫メ準備セル1列 ノ低張食鹽水ヲ容レタル試驗管中ニ滴下セルモ

ノニ就テ(完 全血液)
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2) 3.8%枸 櫞酸曹達液 ノ少量ヲ用ヰテ不凝固性 トセシ血液ニ就テ(「 チトラート」血液)

3) 血液 ヲ生理的食鹽水ニテ上液ノ全ク透明 トナル迄數囘洗滌 シ其赤血球ニ原血液 ト同容積ニ生理的食

鹽水ヲ加ヘシモノニ就テ(洗 滌血液)

4) 生 理的食鹽水ヲ以テ上記洗滌赤血球 ノ10%浮 游液ヲ作 リテ(血 球浮游液)

5) 脱纎維血液ニ就テ

6) 上記5)ヲ 更 ニ生理的食鹽水ニテ洗滌セシモノニ就テ

動物ニテハ多クハ耳靜脉 ヨリ無麻醉ノ下ニ採血セリ.目 的ニヨリ各動靜脉血ヲ別箇ニ使用セリ,所 要低

張食鹽水ハ1列 ノ細試驗管ニ0.7%ヨ リ0.1%迄0.02%或 ハ0.91%ノ 差 ヲ有スルモノヲ3cc或 ハ2cc(動

物)宛 入レタルヲ使用セリ.各 試驗管ニ血液1滴 宛落下セシ後一 樣ニ混和スル樣輕ク振盪 シ後之等ヲ氷室

中ニ24時 間靜置シ其抵抗即チ溶血度ヲ判定セ リ.結 果判定ニハv. Limbeckノ 如 ク起始溶血即チ食鹽水ガ

始メテ僅微ニ赤色ヲ呈スル試驗管ノ食鹽水濃度ヲ以テ其最小抵抗 トシ之ヲH1ヲ 以テ表示セリ.起 始溶血ヲ

知ルニ困難ナル時ニハ血球上液ヲ分光鏡ヲ以テ檢査シ溶血ノ有無ヲ判定セリ.最 大抵抗ハ肉眼的 ト鏡檢的

最 大 抵 抗 トノ2ト ナ シ前 者 ヲH2後 者 ヲH3ニ テ 表 示 セ リ. H2ハ 一見 完 全 溶 血 ヲ起 セ シ如 キモ 振 盪 ニ ヨ リ

尚ホ可ナ リ多クノ赤血球沈渣ノ存スルヲ知ル程度 トシH3ハ 振盪ニヨリ前者ノ如ク肉眼的 ニハ沈渣多カラ

ザルモ顯微鏡下ニハ尚ホ可ナリ多クノ赤血球ノ存在ヲ知ルノ程度 トセ リ.尚 ホ全溶血過程或ハ經過ヲ知ル

便宜上起始溶血ヨリシテ各試驗管底 ニ赤血球沈渣ガ一見容易ニ多量ニ認メ得ルモノハ+ニ テ示シH2ト 同

程度 ノモノハ〓 ヲ以テ シH3ト 同程度ノモノハ〓 ヲ以テ表シ尚ホ+ト 〓 トノ中間程度ノモノハ〓 ニテ

表セ リ.何 等溶血無キモノハー トス.

採血時ハAcel u. Galガ 正常酸度及ビ過酸症ノ人ハ試驗食後35分 ニテ赤血球抵抗增 加シ1.5或 ハ2時 間

ニテ正常ニ復歸ス,無 酸症 ノ人ハ食後先ヅ抵抗下降 シ一定時間後ニ正常ニ歸ルト報告セルガ如ク食時關係

スル故ニ此影響ヲ避クル目的ニテ出來得ル限 リ早朝空腹時ヲ選ベリ.

第3章　 赤 血 球 滲 透 性 抵 抗 竝 ニ之 ニ

影 響 ヲ及 ボ ス條 件 ニ就 テ

第1節　 動 靜脉 赤 血球 抵 抗 ノ差 異

Chalier et Charletハ 靜脉 赤血球 ハ動脉赤血球 ヨリ抵 抗弱 シ トシ最近Frenckellハ 猫 ニテ之

ヲ認 メ渡邊氏 ハ家 兎ニテ之 ヲ證明 シ其差 異ハ最 小抵抗 ニ於 テ然 リ トセ リ.余 ハ健 康家兎及 ビ犬

ニテ本試驗 ヲ行 ヘ リ.家 兎ハ無麻醉犬 ハ4%鹽 莫液 注射 ノ下 ニ採血 セ リ.

第1表 ノ如ク余ノ實驗成績 ニテハ最小抵抗 ノ等シキハ15例 中5例(實 驗1, 2, 5, 7, 11)動 脉赤血球抵

抗ノ靜脉赤血球ヨリ強キモノ10例 ナリ(實 驗A. 3, 4, 6, 8, 9, 10, B. 1, 2, 3, 4).

肉眼的最大抵抗ハ相等シキモノ11例 中7例(A.實 驗2, 5, 6, 8, 9, 10, 11)ニ テ動脉赤血球ニ強キモ

ノ3例 ナリ.(A.實 驗1, 3, 7)唯1例 ニテ靜脉血輕度ニ強キヲ見 タリ(實 驗A. 4).

鏡 檢的最大抵抗ハ兩者相等シキモノ11例 中7例(實 驗A. 3, 4, 6, 7, 8, 9, 10)ニ テ動脉赤血球ニ強

キモノ4例 ナリ(實 驗A. 1, 2, 5, 11).
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第1表A.　 動 靜 脉 赤 血 球 抵 抗

要之,一 般 ニ動脉赤血球抵抗 ハ靜脉赤血球ヨリモ抵抗強 大ナリ.此 差異ハ最小抵抗ニ著明 ニ

テ多クハ其差0.02%ヲ 示 ス.最 大抵抗 ニテハ多クハ相等シ.以 上ノ抵抗差異ハ「チ トラー ト」血

液及 ビ完全血液ニ多ク證明 シ得タルモ洗滌血液 ニテハ多クハ認ムルヲ得ズ.而 シテ第1表Bノ

如 ク動靜脉血々漿置換試驗ニテハ例外ナク兩者間ノ抵抗差消失 シテ原靜脉赤血球抵抗 ニ等 シク

ナルヲ見ル.故 ニ動靜脉赤血球間ノ抵抗差異ハ次節 ノ實驗 ニ於 ケルガ如ク脱纎維血液 ト然ラザ

ルモノ トノ間ニ赤血球抵抗差異アルコトトヲ併 セ考 フル時ハ血漿中ノ含有成分ノ相違ニモ由ル

モノナランモ尚ホ血液 ノ酸素結合度換言スレバ炭酸瓦斯含有量 ノ差異ニ由ル所ナラン.
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第1表B.　 動 靜 脉 血 漿 置 換 試 驗

第2節　 脱纎維,洗 滌竝 ニ「チ トラー ト」血液赤血球 ノ抵抗 ニ就 テ

抵抗試驗ニ使用スル赤血球ハ採血セシ其儘 ト生理的食鹽水ニテノ洗滌血液,「 チトラー ト」血

液或ハ脱纎維 血液等 トノ間ニ其抵抗度ニ差異アリト稱スル人 アリ.故 ニ余ハ赤血球抵抗檢査ニ

際 シ果 シテ何 レノ赤 血球 ヲ以 テ檢 スルヲ正當 トスベ キカノ問題 ヲ解決 セン トセ リ.

Hamburger, Snapper等 ハ既 ニ生理的食鹽水 ヲ以テ血液 ヲ洗滌 シ血淸 除 去 ヲナ ス時 ハ其抵

抗輕度 ニ減弱 ヲ來 ス トセ リ. Bauer u. Aschnerハ0.8%食 鹽水 ニ少 量 ノ蓚酸加里 ヲ加 ヘ

テ洗滌 シ赤血球浮游液 ニテ檢 シ無影響 トセ リ. Ottikerハ 脱 纎維 血液 ハ多 クハ毛細 管血液 ニテ

最小抵抗 ヲ僅 カ上昇 セシムル ヲ見,是 レ空氣存 スル處 ニテ振盪 セ シ爲 メ血液 ガ酸素 ニ富 ムニ因

ル.換 言 セバ炭酸瓦斯減少 ノ爲 メ抵抗 上昇 ス ト言 ヘ リ.渡 邊氏モ亦同樣 ノ事 ヲ認 メ靜脉 血 ノ動

脉 血化 ニ因 ル トセ リ. Butlerハ 血液 ニ酸素 ヲ通 ジ抵抗 上昇 ヲ見, Duvois Renard, Schaeffer,

 Dautrebende等 ハ炭酸瓦 斯ハ抵抗 減弱的 ニ作用 ス ト言 ヘ リ.吉 田氏 ハ動物 ノ窒息死 セルモノニ

之 ヲ認 メ, Liebermann u. Acelハ 生 理的勞 働經過中 ニ於 ケル赤血球抵抗 ヲ檢 シ同 ク炭酸 瓦斯 ノ

154



脾剔出ガ赤血球滲透性抵抗ニ及ボス影響ノ臨牀竝ニ實驗的研究　 1359

影響ヲ認 メシノミナラズ試驗管中ニテ炭酸瓦斯 ヲ通 ジ赤血球 ガ早ク障碍 セラルルヲ實驗 セリ.

 Acel u. Spitzerハ 呼氣中ノ炭酸瓦斯ノ壓力ヲ測定 シ同時 ニ赤血球抵抗 ヲ測定 シ常ニ兩者ノ平

行的ニ消長 アルヲ證明セリ.

第1項　 脱纎維血液赤血球抵抗

第2表　 脱 纎 維 血 液 抵 抗 脱纎維血液ハ硝子小球 ヲ入レ

シErlenmeyer氏 「コルベン」ニ

血液ヲ注ギ之ヲ振盪シタル後消

毒「ガーゼ」ニテ濾過 セルヲ使用

セ リ.第2表 ニヨリ明カナル如

ク動脉赤血球ハ脱纎維ニヨリ唯

1例 ニテ最小抵抗ノ輕微ニ增強

セルヲ見 タルノ ミニテ他ハ變化

ナシ.靜 脉血ニテハ3例 共ニ

0.02%或 ハ0.04%ノ 抵 抗增強 ヲ

示セリ.是 レ脱纎維ヲナスコト

ニヨリ靜脉血ガ空中ノ酸素ヲ取

リテ之 ト結合スル爲メ換言スレ

バ血液ノ炭酸瓦斯含有量 ノ減少

ニヨリ抵抗上昇セシヲ考慮セシ

ム.

第2項　 洗滌血液,「 チ トラー ト」血液赤 血球抵抗

最小抵抗ハ完全血液 ト「チトラート」血液 トノ間ニ抵抗差異無キモノ11例 中9例 ナリ(第3表A實 驗1,

 2, 3, 4, 5, 6, 13, 14,第3表B2).「 チ トラート」血液ガ完全血液 ニ比 シ極輕微ニ減弱ヲ示セシハ1例 ノミ

(第3表B1). 1例 ニテ「チトラー ト」血液ニ抵抗強キヲ見 タリ(第3表A實 驗12).故 ニ最小抵抗ハ「チ ト

ラート」溶液附加ニヨリテ影響サレズト言 ヒ得ベシ.肉 眼的最大抵抗ヲ見ルニ相等シキモノ6例 中2例(第

3表A實 驗14, B2)ニ テ「チトラート」血液 ノ方抵抗弱キモノ3例 ナリ(第3表A實 驗6, 12, 13).而 シテ

其減弱度ハ0.02乃 至0.08%ナ リ.尚 ホ1例 ニ於テ0.02%ノ 抵 抗增強ヲ見ル.即 チ肉眼的最大抵抗ハ多少減

弱スル傾向ヲ示ス.

鏡檢的最大抵抗ハ6例 中5例 ニ等シク(第3表A實 驗6, 13, 14, B1, 2) 1例 ニ於テ減弱 ヲ見ルノミ(第

3表A實 驗12).故 ニ鏡檢的最大抵抗ハ影響ナシト言ヒ得ベシ.

要 之,「 チ トラー ト」血液即 チ少量ノ「チ トラー ト」溶 液附 加 ニヨ リテ ノ赤血球 滲 透性抵抗 ノ變

動 ハ殆 ド無 キカ假 リニ存 スル トモ極 メテ輕度 ナ リ.

次 ニ完 全 血液 若 クハ 「チ トラ ー ト」血 液 ト洗 滌 血 液 又 ハ 血 球 浮游 液 トノ間 ノ抵 抗差 異 ヲ考 察 ス ル ニ 最 小抵

抗 相 等 シキ モ ノ13例 中7例(第3表A實 驗1, 4, 5, 6, 9, B1, 2)ニ テ 他 ノ6例(第3表A實 驗2, 3, 7, 8,
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第3表A.　 「チ トラー ト」血液及 ビ洗滌血液抵抗
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13, 14)ハ0.02或 ハ0.04%ノ 抵 抗減 弱 ヲ來 セ リ.

肉 眼 的 最大 抵 抗 ハ 洗 滌 血液 ト完 全 血液 トノ間 ニ

ハ6例 中等 シ キ モ ノ4例 ニ テ(第3表A實 驗8,

 13, 14, B2) 1例 ニ洗 滌 血液 ガ0.02%減 弱 シ(第

3表A實 驗6) 1例 ニ0.02%上 昇 セ リ.洗 滌 血液

ト「チ トラ ー ト」血 液 トノ間 ニハ 是 レノ等 シキ モ

ノ7例 中6例 ナ リ(第3表A實 驗6, 7, 9, 14

 B1, 2).洗 滌血液ガ「チトラート」血液ヨリ本

抵抗ノ減弱セルモノ1例 モナク却テ1例 ニ於テ

0.02%抵 抗強キヲ見 タリ(第3表B2).血 球浮

游液 ト完全血液 トノ間ニハ3例 中2例(第3表

A實 驗13, B1)ニ 等 シク1例 ハ0.02%抵 抗上

昇セリ(第3表B2).「 チ トラート」血液 ト血球

浮游液 トノ間ニハ3例 中2例 ニ0.02%ノ增 強

ヲ示シ(第3表A實 驗13, B2) 1例 ニ0.02%ノ

減弱ヲ示セリ(第3表B1).

要 之,上 記實驗 ニ於 テ肉眼 的最大抵抗 ハ

過半數 ニ相等 シキヲ見ル.鏡 檢的最大抵抗

ハ洗滌血液 ト完全 血液又 ハ「チ トラー ト」血

液 トノ間ニ於 テ8例 中6例 ニ等 シク(第3

表A實 驗6, 7, 9, 13, 14, B1)他 ル2例 中

1例 ハ洗滌血液 ニ於 テ完全血液 及 ビ 「チ ト

ラー ト」血液 ヨリ0.02%強 ク(第3表B2)

 1例 ハ0.02%弱 シ(第3表A8).即 チ鏡檢

的最大抵抗 ニテハ大部分抵抗 ノ變動 ナ シ.

斯ノ如ク洗滌血液ハ一般 ニ最小抵抗ニ於

テ略ボ半數 ノ抵抗減弱 ヲ呈 セリ.這 ハ血球

洗滌ノ際 ニ受クル遠心沈澱ニヨル機械的障

碍 ト洗滌食鹽水ノ影響 トニ原因ヲ求 メザル

可ラズ.然 ルニ遠心沈澱ニヨル影響ハ第3

表A實 驗10及 ビ11例 ニ示 スガ如ク皆無

ナルヤ明カナリ.故 ニ此抵抗減弱ハ食鹽水

ニヨル洗滌ニ歸 セザル可ラズ.而 シテ此洗
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滌 シテ抵抗 減弱 セルモノニ血漿 又 ハ血淸 ヲ附加 ス レバ其減弱度 ヲ恢復 スル モノナ リ(後 出).故

ニ這 ハ血淸 ノ抑溶血作用 ノ除 去 ニヨル モノ ト考 フル ヲ得 ルナ リ.

第3表B.

第3節　 赤 血 球 滲透 性 抵 抗 ノ時 間 的 變動

附,血 液 貯 藏 時 間 ノ影響

赤血球 ハ生體 内ニテ諸 種刺戟 ニ最 モ鋭 敏 ニ反應 シ且一定時 ノ後 ニハ死滅 スルモノナ リ.之 ヲ

體外 ニ取 出 スニ於 テハ須 臾 ニ シテ其 生活力 ニ變化 ヲ來 スハ當然 ナ リ.又 其抵抗力 ガ吾人 ノ最 モ

生理的 ト考 フル食鹽水 ニ據 テ モ影響 サル ルヲ以 テOttikerガ 赤 血球抵抗檢 査ハ採 血後必 ズ速 ニ

行 フ可 シ ト力説 セルモ亦理 ア リ ト言 フ可 シ.渡 邊氏 ハ赤血球 ノ溶血現象 ハ採血後時 間 ト共 ニ増

加 スル ヲ認 メタ リ.

余 ノ實驗例ニ於テハ第4表Aニ 示ス如 ク赤血球滲透性抵抗ハ採血後ノ時間進行ニ從テ減弱ス.此 溶血現

象ノ進行即チ赤血球抵抗ノ減弱度ハ採血後30分 ニシテ室温 ノ如何ニ不拘0.02%ノ 減弱ヲ來ス. 1或 ハ3時

間後ニ檢スルモ殆 ド30分 後 ノ抵抗値 ト變化ヲ示サズ.其 後ノ時間進行ニヨル抵抗變化ヲ見 ルニ氷室中ニテ

ハ24時 間後モ0.02或 ハ0.04%ノ 減弱ヲ示シ18℃ 或ハ28℃ ノ間ノ室温中ニテハ24時 間後ニハ0 .06乃至

0.12%減 弱 ス.即 チ余ノ成績ニ於テハ採血後直ニ之ヲ檢スル時ハ温度 ノ低キ時例 ヘバ氷室中ニテハ抵抗減

弱程度ハ極メテ輕度ナルモ高温度ノ時例之18℃ 乃至28℃ ノ範圍ニテハ可ナ リ著 キ抵抗減弱ヲ來スヲ知 レ

リ.第4表A8及 ビ9ハ 殊ニ此關係ヲ示スモノナ リ.然 ルニ血液ヲ貯藏スル時ハ第4表Bノ 如ク洗滌血液

ナル ト「チ トラート」血液ナルトヲ論ゼズ何レモ貯藏時間長キニ從ヒ抵抗減弱ヲ來セ リ.但 シ採血後直ニ之

ヲ氷室ニ貯ヘ置ク時ハ其影響皆無ナルカ或ハ極メテ僅微ニテ0.02%ヲ 出デズ.

斯 ノ如キ 赤血球 滲透性抵抗 ハ採血後 ノ時間經 過 ニ從 ヒ減弱 ヲ來 ス.殊 ニ高温度程 其影響大ナ

リ.故 ニ余 ハ採 血後 直 ニ夫 レノ抵抗 ヲ試驗 セ リ.
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第4表A.　 赤血球滲透性抵抗 ノ時間的變動 第4表A.

第4節　 温熱 ト赤 血 球 滲 透性 抵抗

赤 血球滲透性抵抗 檢査 ニ温度 ガ密接 ナル關係 ヲ有 スルハ前節 ノ實驗 ニ明 カナ リ. Hamburger

ハ0℃ 乃至34℃ ノ 間ニテハ影響極 メテ稀 ナ リ トシOttikerハ15℃ 乃 至37℃ ノ間 ニテハ變化

ナ シトセ リ.小 田,近 兩氏 ハ人 血液 ニテ18℃ 乃至38℃ ノ低張 食鹽水 中 ニテ同樣 ナル事實 ヲ認

メ,木 村氏 ハ山羊血球 ニテ37℃ 以下 ニテハ變 化ナ シ トセ リ.之 ニ反 シSchaferハ43℃ 迄
,渡

邊氏 ハ0℃ 乃至40℃ 迄 ノ間ニテハ温度 ノ上昇 ト共 ニ抵抗增 大 ヲ來 ス トシOttikerハ40℃ ニテ

ハ非常 ニ減弱 シ54℃ ニテハ生理的 食鹽水 ニテ 自然溶血 ヲ起 ス ト言 ヘ リ. Koppeハ68℃ ヲ以 テ

人血液溶血點 トシ而モ之 ヲ一定不變 セト考 ヘタ リ. Helstedt, Gros等 ニ ヨ レバ作用時 間長 ケ レバ
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55℃位ノ低温 ニテモ溶血現

象ヲ起 スト言 ヒ高木,宮 崎

兩氏ハ更 ニ長時間ナル時ハ

如何ナル低温 ニテモ溶血現

象ヲ起 シ得ベ シト言ヘリ. 

Morawitzハ 體外 ニ採出セ

シ赤血球ハ稍 々體温ニ等 シ

キ温度 ニテ非常ニ活溌ナル

酸素ノ燃燒及 ビ炭酸瓦斯ノ

形成 ヲナ シ既 ニ15分 ニテ

其 有スル總酸素ヲ消費 シ室

温 又ハ低温ニ放置スル時ハ

酸素消費ハ遙 ニ遅延 セル故

細胞ノ生活機能 ハ體温 ヲ以

テ至適温度 トス ト言ヘ リ.

Rothハ 血液 古クナ レバ生

活 機能 ノ下降 ト共 ニ抵抗 著

シク減弱 ス ト言 ヘ リ. vant

 Hoffニ ヨ レバ一定濃度 ノ

溶液ノ呈スル滲透壓ハ絶對

温度ニ比例ス.故 ニ低張食

鹽水ノ滲透壓ハ低温 ヨリモ

高温ニ於 テ大 ナリ.從 テ赤

血球 ノ滲透性抵抗 ハ温度上

昇 ト共 ニ下降 ス可キナ リ.

然ルニ渡邊氏 ヤSchaferノ

言フ所ハ正反對 ニテScha

ferハ 這 ハ物理學的ニ説明

サレザル生物學的反應 ニテ

赤血球自己ノ有スル特殊機

能ナリトセリ.

第4表A.

8)　 家 兎　 第13號　 ♂　2450g

9)　 家 兎　 第7號　 ♂　2200g

備 考　 24時 間後 ノ成 績 ヲA及 ビBト セ ル ハ 前 者ハ18℃ ノ室温 ニ24

時 間 放 置 後 ノモ ノニ シ テBハ3時 間18℃ ノ室 温 ニ放 置後 氷 室 ニ入

レシ モ ノナ リ.チ 血 ハ「チ トラー ト」血 液

第4表B.　 血液貯藏時間ノ影響

余ハ上記諸條件 ヲ精査セン

爲メ採血直ニ「チ トラート」血
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液 トシ之ヲ夫々ノ温度ノ湯

槽竝ニ孵卵器中ニ30分 放

置セシ後前諸實驗 ノ如ク抵

抗檢査ヲ行ヒシモノト(第

5表A)採 血後直ニ其1滴

ヲ1列 ノ低張食鹽水ヲ有ス

ル試驗管ニ滴下 シ之ヲ夫々

ノ温度ニ靜置セシモノ(第5

表B)ト ニ就テ24時 間後

ノ成績 ヲ判定セリ.

第4表B.

第5表A.　 温 熱 ハ 影 響

即チ余 ノ實驗ニ於テハ

第5表A及 ビBニ 示ス

ガ如 ク赤血球 ノ抵抗變化

ニ温熱モ亦極 メテ重要關

係 ヲ有 スル ヲ知 レリ.即

チ温度 ノ上昇 ハ赤血球溶

血現象 ヲ促進 ス.換 言ス

レバ赤血球滲透性抵抗ハ

減弱 ス.而 シテ50℃ 以 上

ニテハ何 レモ自然溶血現

象ヲ起 セリ. 40℃ ト50℃

トノ間ニテハ血液 ヲ30分

間該温度ニ靜置スルモ自

然溶血現象ヲ見ル能ハザ

リキ.尚 ホ第5表Bト 前

節 ノ實驗成績 トヲ併 セ考

フル時ハ左程高温ナラザ

ル時モ該温度 ニ長時間作

用 セ シムル時 ハ明 カニ赤

血球滲透性抵抗ノ減弱ヲ

來 スヲ知 レリ.此 現象 ハ

Morawitzガ 言 フ如 ク赤

血球 ノ生活現象ハ體温ニ

於テ最モ活溌 ニ行ハルル
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爲 メ其酸素 ハ早ク消費サ レ炭酸瓦斯 ハ蓄積 シ,加 之温度上昇 ニヨリ低張食鹽水 ノ滲透壓高アル

コト等ハ相俟ツテ赤血球抵抗 ノ減弱 ヲ招致スルモノナラン. Schaferヤ 渡邊氏ノ言ヘル如キ作

用ハ余ノ實驗ニ於テハ認 ムルヲ得 ズ.而 シテ温度上昇ニヨル赤血球滲透性抵抗 ノ減弱ハ最小抵

抗ニ著 シキモ最大抵抗モ亦減弱スルコ ト(第5表B5)ニ 示スガ如 シ.

第5節　 血淸 ノ赤血球抵抗ニ及ボス影響

第6表　 血淸 ノ 抑 溶 血 作 用

Snapperハ 血淸中ノ溶血抑制物質存在ヲ否認 シ専 ラ滲透壓 ノ變化ニ因ル トシOttikerモ 亦血

清 ノ溶 血抑制作用 ヲ否 定 セ リ.即 チSnapperハ 血液 ヲ生理的 食鹽 水 ニテ洗滌 スルニ ヨ リテ起

ル抵抗減弱 ハ赤血球

ノ金屬 「イオ ン」 ガ

Na「 イオ ン」ニ置換

サルニ由ル トシ之ヲ

防止 スルニ葡萄糖溶

液或ハ生理的食鹽水

ニ0.1%ノ 割 ニ鹽化

「カルチウム」ヲ加ヘ

シ液ニテ洗滌スル ト

キハ何等抵抗差ヲ來

サザルノミナラズ一

旦下降 セル抵抗モ再

ビ正常ニ歸ル ト言ヘ

リ.渡 邊氏ハ葡萄糖

溶液或ハRinger溶

液 ヲ以テ赤血球 ヲ洗

滌 スルモ等ク抵抗減

弱 ヲ來 スト言ヘ リ.

氏 ハ低張液 ニ可檢血

液 ノ血淸 ヲ0.03cc

ヲ加ヘシモノニ洗滌

血球ヲ入ルル時ハ洗

滌 セザル血球 ト何等

抵抗 ニ變状ナシ,而

シテ脱纎維血液ニ比
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ス レバ多少溶血ノ抑止 セラルル傾アル故ニ血清

ニ溶血抑制作用 アリト認ムルヲ穩當ナリトセリ

第6表

余ハ血淸 ノ溶血抑制作用ヲ檢センガ爲 メニ 可檢血

液ノ血淸 ヲ低張食鹽水 ニ1滴 注ギシモノニ洗滌赤血

球ヲ滴加セ リ((淸)+(洗)ト 略記).「 チ トラート」血

漿ニ對シテモ同一作用ヲ檢セリ((「チ」漿)+(洗)ト 略

記.對 照 トシテハ「チトラー ト」溶液 ヲ「チ トラート」

血漿ニ代ヘシモノニ就キ檢査セリ((「チ」液)+(洗)ト

略記).第6表 ニ示スガ如ク洗滌血液ハ洗滌血球 ノ間

ニハ殆 ド抵抗差ナキモ之等ハ何 レモ完全血液又ハ「チ

トラート」血液ヨリ抵抗減弱 ス.然 ルニ血淸又ハ「チ

トラート」血漿ヲ洗滌血液又ハ血球ニ加ヘシモノハ此

抵抗減弱ヲ恢復ス.「 チ トラート」溶液ヲ加ヘシ對照

モ抵抗增強ヲ承スモ其程度ハ血淸 附加時ニ比シ弱シ.

故 ニ血淸 ハ溶血抑 制作用 ヲ有 ス.而 シテ之ハ

赤血球滲透性抵抗特ニ最小抵抗 ニ關係ヲ有 ス.

洗滌ニヨリテ赤血球ノ抵抗減弱 ヲ來 スハ此抑制

作用 ノ除 去 ニヨル コ ト大 ナ リ ト信 ズ.

第6節　 赤血球抵抗 ノ生理的動搖

第1項　 季節竝ニ氣温ニヨル變動

縱令同一人又ハ同一動物ノ赤血球 ト雖 モ之ヲ檢 スル季節又ハ氣温ヲ異ニスル時ハ抵抗差異ヲ

來 スト云 フ.小 田及 ビ近,渡 邊氏等ハ之ヲ認 メ小野氏ハ否定 セリ.渡 邊氏ハ之等 ノ差異ハ最小

抵抗 ノ邊 ニ著 シク7, 8月 頃抵抗 上昇 シ1, 2月 頃 下降 ス トシ小 田及 ビ近氏 ハ3, 4月 頃 下降 ス ト

言 ヘ リ.氣 温 トノ關 係ハ小田及 ビ近氏 ハ認 メズ.渡 邊氏 ハ抵抗 ノ增 減 ト氣温 ノ上下 トハ一致 ス

ル ヲ見 ル ト云ヘ リ. Bechcr u. Mullerハ16℃ 乃 至20℃ ノ水 浴 ニ20乃 至30分 間 及 ビ54℃ 乃

至58℃ ノ電 氣槽 ニ30分 間入 レ發汗 セシメシ人 ノ赤 血球 ニハ何 レモ寒冷及 ビ温 熱 ノ影響 ハ皆無

ナ リ トシ,小 田,近 氏等 モ數 日又ハ數時 間 ノ温 度變 化ハ直接抵抗 ニ變化 ヲ與 ヘズ ト言 ヘ リ.

第7表 ニ示スガ如ク余ノ觀察例ニ於テハ赤血球抵抗 ノ季節的變動 ト思考セラルル如キ變化ヲ認 メズ..故

ニ赤血球滲透性抵抗 ハ季節ニヨリテ變化ヲ受 ケザルモノト信ズ.

第2項　 月經 ニヨル抵抗 ル變動

Bauer u. Aschnerハ 月經 ニヨ リ最 小抵抗 ハ僅 ニ上昇 ス トシMaraglianoハ 却 テ抵抗 ハ減弱

ス ト主張 シRibierreハ 影 響 ナ シ トセ リ.橋 本氏 ハ月經 前及 ビ中ハ殆 ド常人 ニ等 シキモ終了後2
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日 ヨ リ11日 迄 ハ其增 大 ヲ見20日 後ハ却 テ前 ヨリモ下降 ス ト言 ヘ リ.

第7表　 赤血球滲透性抵抗 ト季節 トノ關係

余ノ觀察例ニヨリテハ第8表 ニ示スガ如 ク月經前及ビ中ハ殆 ド變化ナキモ月經後2日 ニ最小抵抗ハ變化

ナキモ最大抵抗ハ著 シク增大シ4日 又ハ7日 ニ於テモ尚ホ強大ナ リ.第10日 ニハ減弱 シ14日 ニシテ最小

最大抵抗共ニ月經前ニ復ルヲ見ル.抵 抗輻モ亦抵抗 ノ增減 ト共ニ伸縮ス.

故 ニ女子赤血球滲透性抵抗 測定 ニ際 シテハ常 ニ月經 テフ事柄 ヲ忘 ル可 カラザルモ ノ トス.

第7節　 健常人赤血球 滲透性抵 抗

赤血球ノ滲透性抵抗測定方法ハ多種ナリ.從 テ其判定結果モ亦一樣 ナラズ.故 ニ諸家ノ擧 グ

ル健常人赤血球滲透性抵抗値 モ亦一致セズ(第9表A).余 ハ健常人赤血球滲透性抵抗 トシテ

我敎 室勤務ノ看護婦及 ビ學生 ノ健康 ナル者ニ就キ之ヲ測定 セリ.即 チ第9表Bニ 示スガ如ク
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洗滌血液ニテハ男子平

均値ハ最小抵抗0.44%,

肉眼的最大抵抗0.26%,

鏡檢的最大抵抗0.23%

ノ食鹽水濃度 ニ該當 シ

抵抗幅H1-H3ハ0.21

ナ リ.女 子 ニ於 ケ ル 夫

等 ハ 夫 々0.43%, 0.27

%, 0.21%及 ビ0.21ナ

リ.而 シヲ 總 平 均 値 ハ

夫 々0.43%, 0.27%,

 0.22%及 ビ0.21ナ リ.

之 ニ ヨ リ健 常 人 ニ於 テ

ハ男女ニヨル赤血球滲透性抵抗 ノ差異存在セズ.

第8表　 月 經 ト赤 血 球 抵 抗

第9表A.　諸 家ニヨル赤血球滲透性抵抗 第9表B.　 健康人赤血球滲透性抵抗
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第4章　 赤 血 球 ノ年齡 ト其滲 透性 抵抗 トノ關係 ニ就 テ

第1節

第1項　 文 獻 摘 要

赤血球ハ常ニ其一部ノ死滅 ト共ニ之ニ對スル補充 アリテ不斷ノ恒數 ヲ保 ツモノナ リ.故 ニ血

液中ニハ同時ニ種々異ル年齡ノ赤血球ヲ有スベキナ リ.而 シテ此差異ハ形態學的ニ或程度迄區

別 シ得 レド物理化學的 ニ果 シテ之 ヲ爲 シ得 ルヤ. Langハ 此 差別 ヲ赤 血球 ノ抵抗 異同ニ ヨ リ數

字的 ニ説明 セン トセ リ.尚 此點 ニ關 スル論議 ハ研究者 ニ據 リ其所説 ヲ異 ニス.即 チHandovsky,

 Snapper, Naegeli, Handrick, Rusnyak u. Barat, Buckmann u. Mc. Naugker, Sattler,

 Seyfarth,高 木,奥,小 田及 ビ近,小 野 及 ビ館氏等ハ新生赤血球 ガ老 熟赤 血球ニ比 シ強大 ナル抵抗

ヲ有 ス トシ,又Bauer u. Aschnerハ 治 療的 ニ瀉 血 セシ5人 ノ患者 ニ於 テ赤血球 ノ抵抗 ハ貧血

ガ恢復 スル ト共 ニ最 低抵抗 ハ漸次著明 ニ增進 シ抵抗幅 ヲ縮 少 ス而 シテ抵抗 上昇 ノ原 因ヲ瀉血 ニ

ヨリ造 血機機能催進 セラ レ代償的 ニ新 生 セシ赤血球 ノ抵抗 大ナル ニ因ル トセ リ. Okzesalski u .

 Sterlingハ 瀉 血及 ビ腹膜 下血液注射 ガ赤血球敷 及 ビ其抵抗 ニ及ボ ス影響 ヲ實驗 的 ニ研究 シ次 ノ

結論 ニ達 セ リ.即 チ動物 ニ於 テ適宜 ノ間隔 ヲ以 テ採 血スル時ハ何等害 ナキノ ミナ ラズ赤 血球抵

抗 ハ却 テ增 大スルヲ見 タ リ.又 採血後 直ニ之 ヲ其動物 ノ腹膜下 ニ注射 スルモ或 ハ採血後他動物

ノ血液 ヲ注射 スルモ何 レモ赤血球數 ノ增 加 ト抵抗 上昇 トヲ來 セ リ.特 ニ瀉 血 セザル動物 ニ他動

物血液 ヲ注射 スル時 ハ之等變化 ハ顯 著ナ リ ト云 ヘ リ.尚 ホ氏等 ハ之等 實驗動物 ノ流 血中ニ網状

赤血球 ガ多數出現增 加 スル ヲ認 メタ リ.

次 ニ人間及 ビ動物 ノ胎 兒,初 生見或ハ幼 若動物 ニ於 ケル幼若赤血球 ノ數量 的關係及 ビ抵抗如

何 ニ關 シテモ詳細 ナル報 告ア リ.更 ニ之等 ノ成長 ニ伴 フ該血球 ノ數的變動竝 ニ之等人 間及 ビ動

物 ノ赤 血球抵抗 ノ變 化ニ就テ モ亦報 告少 シ トセズ.即 チNeumann u. Kollikerハ 初 生兒 ニテ

多數 ノ有核赤血球 ヲ認 メ, Hayem, Loos u. Fischlハ 出 産時ニハ更 ニ多數 ニ該赤血球 ヲ見 ル

トセ リ. Takasuハ 生 後第1日 ニ殊 ニ大 多數 ニ該赤血球 ヲ認 メ,第2日 ニハ之 ヨ リ少數 トナ リ,

第7日 ニハモハ ヤ見 ズ ト云 ヘ リ. Landois, Rosemann等 ハ 初生兒 ニテ有核赤血球 ヲ見 ル トモ

甚 ダ少數ナ リ トセルモKonigハ1910年 其101例 ノ觀察例中92例 ニ於 ヲ多數 ニ該赤血球 ヲ證

明 セ リ. Herzハ 初 生兒 ニハ網状 赤血球11%ヲ 見 ル トシLuzzatoハ10‰ ナ リトセ リ.高 木氏

ハ人間及 ビ動物 ノ幼若 期 ニハ成熟期 ニ比 シ巨大赤血球 多數 存在 シ有核赤 血球 ハ生後 ニ多ク證明

シ時 日 ノ經過 ニ從 ヒ其數 減少 ス ト云ヘ リ.尚 ホ氏 ハ網状赤血球 ガ生後1箇 月迄 ハ30% , 2箇 月 ニ

ハ凡 ソ10%ト ナ リ其後次第ニ其數減少スルヲ證明セリ.更 ニ氏ハ初生犬ニテ多數 ニ多染性赤血

球ヲ證明シ該赤血球 ノ數的消長ハ全ク網状赤血球數ノ消長 ト同一ナルヲ見タリ.仍 テ氏 ハ多染

性赤血球,網 状赤血球,大 ナル赤血球 ノ出現增加ハ動物ノ年齡 ト密接ナル關係 ヲ有 ストナセリ.

 UebelsハHamburgerノ 指導ノ下ニ胎兒 ト母性動物 トノ赤血球抵抗 ヲ比較 シ胎兒赤血球ガ母
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性動物ノ夫 レヨリモ最小抵抗弱キモ最大抵抗ハ大ナリ.從 テ胎兒赤血球ノ抵抗幅 ガ大ナルヲ證

明 セリ.之 ヨリ先Zanierモ 亦此事實 ヲ證明セリ. Gardiniハ 人ニ於テ胎兒ノ成長 ト共ニ其赤

血球ノ最小及 ビ平均抵抗價ノ上昇 スルヲ認 メタ リ. Naegeliハ 人 ノ胎兒ノ赤血球 ハ抵抗著 シク

大 ナルコト他ニ比類 ナシト言ヘリ.氏 ハ初生兒ノ赤血球抵抗モ亦甚 ダ強大ナ リト言ヘリ.氏 ハ

幼若赤血球 ガ老舊赤血球 ヨリモ強大ナル生活力 ヲ有スト信ゼ リ.高 木氏ハ最小抵抗 ハ著變ナキ

モ最大抵抗 ハ動物 ノ生後第2週 迄ハ殊 ニ強大ニテ3週 ニハ之 ヨリ少 ク減弱 シ2箇 月後 ニハ著 シ

ク減弱 シ,次 第 ニ成熟動物ノ抵抗價ニ近クコ トヲ證明セリ.氏 ハ生後第1日 ノ赤血球抵抗ハ殊

ニ著 シク強大ナリト言ヘ リ.尚ホ抵抗幅モ亦略ボ抵抗 ト同樣ノ經過ヲ取 ル トセリ. Silingenberg,

 Hornungハ 初生兒赤血球抵抗 ハ成人ノ夫 レニ比 シ著 シク強大ナリト言 ヒ,小 野氏ハ幼若家兎

ニテハ成熟家兎ヨリモ赤血球抵抗大ナルヲ認 メ幼若赤血球數ノ減少 ト共 ニ其抵抗價ガ成熟家兎

ノモノニ近クヲ見タリ. Dychoハ 「フレツクチフス」患者ハ恢復期ニ至ルニ從 ヒ大小不同型,畸

型赤血球,多 染性赤血球消失 シ赤血球ノ形大 トナリ同時 ニ赤血球抵抗減弱スルヲ見タ リ.尚 ホ

氏ハ赤血球小ナ レバ表面積小ニテ間質ノ"Zwischenraume"モ 狹クナリ液體交流不便ナルニ

反 シ大ナル時ハ之ニ反 スル故ニ兩者間ニ抵抗差異アルモノナリト云ヘ リ. Rothハ 先天性心臟

瓣膜病患者ハ多數 ノ多染性赤血球ヲ有スルモ抵抗ハ正常 ト異ナラズ又妊娠時ニモ亦抵抗 ト網状

亦血球 トハ關係ヲ有 セズ ト言ヘ リ. Schultz u. Charltonハ諸 種疾病ニ於 テ網状赤血球 ノ增減

ハ抵抗 ニ對 シ特殊 ノ影響 ヲ及ボサザルヲ見, Wannerハ 高層氣候ニ於 テ赤血球 ノ抵抗下降 ヲ見

ルハ血球新生機能亢進 シテ抵抗弱 キ幼若血球 ノ血行中ニ增加スルニヨル トセリ. Schustroff u.

 Wladosハ 實驗的竝 ニ臨牀的觀察ニ基 キ幼若赤血球 ノ滲透性抵抗ハ却テ老熟血球 ル夫 レヨリモ

弱 キモノナ リト高唱セリ. Simmelハ 幼若型ハ必ズシモ抵抗強カラズ トスル如 シ.

如斯,赤 血球年齡ニヨル抵抗差異ニ關 シテハ現今大體ニ於テ相反スル2説 アリテ其何 レガ眞

ナルカハ今後 ノ研究ニ俟ツベキナ リ.故 ニ余ハ臨牀的觀察竝ニ動物實驗ニ據 リ其何 レガ眞ナル

ヤヲ解決 セン トセリ.

第2項　 研 究 方 法

健康動物ヲ比較的急劇ニ貧血ニ陷ラシムル時造血臟器ヲ刺戟シ其機能ヲ亢進シ新生血球ガ流血中ニ多數

出現スルハ幾多ノ研究業績アリ.而 シテ其貧血ヲ起スニハ血液毒又ハ多量ノ蒸餾水ヲ靜脉内ニ注射スルカ

或ハ多量 ノ瀉血ニヨル方法用ヰラレタリ.動 物ニ膠状金屬 ヲ注射スル時ハ骨髓ヲ刺戟シテ流血中ニ多數ノ

幼若赤血球出現スト言ハル.仍 テ余 ハ動物ニ於テ瀉 血方法 ト1%「 コラルゴール」 ヲ以テ網状織内被細胞

系統 ノ填塞實驗 トニヨリ幼若赤血球 ノ增加ヲ起シ赤血球滲透性抵抗 ノ變化 ヲ見,又 臨牀的ニ流血中ニ現ル

ル幼若赤血球就中網状赤血球 ノ增減 ト抵抗 トノ變動ヲモ觀察セリ.實 驗動物ハ體重2kg以 上 ノ雄性家兎ヲ

用ヰ,瀉 血量ハ1囘 ニ耳靜脉ヨリ40又 ハ50ccヲ 採取セリ.幼 若赤血球 トシテハ多染性赤血球,有 核赤血

球等ヲモ檢セルモ主 トシテ網状赤血ヲ目標 トセリ.網 状赤血球算定法ハSeyfarthノ 方法ニヨレリ(Folia
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haematolog. 34, 1927)超 生體染色液 トシテハBrillantkresylblau液 ヲ使用セリ.尚 ホ血液塗抹標本ヲ作 リ

「メチルアルコホル」ニテ固定シGiemsa液 ニテ染色セシ血液像ヲモ鏡檢セリ.血 球計算ハThoma-Zeiss血

球計算室ヲ,血 色素量測定ニハSahli血 色 素計ヲ使用セリ.採 血ハ早朝空腹時ニ動物ニテハ耳靜脉ヨリ人間

ニテハ正中靜脉ヨリシ,洗 滌,「 チトラート」及ビ完全血液ニ就キ抵抗ヲ檢査セリ.

赤 血球ノ抵抗變化ガ夫レノ年齡ニ如何ニ關係スルカヲ檢索スルニ止マラズ 尚ホ進 ンデ殘存赤血球ガ果 シ

テ幼若赤血球ナルヤヲモ檢セリ.此 目的ニ殘存血球 ノ塗抹標本ヲ作 リテ前記ノ如 ク染色 シ或ハ超生體染色

ヲ行ヒテ幼若赤血球ノ有無ヲ檢セリ.即 チ24時 間氷室ニ靜置 シテ抵抗檢査セシモノ及ビ採血後直ニ所設ノ

低張食鹽水中ニ滴下 シ30分 以内ニ遠心沈降セシ沈渣ニ就キ檢査セリ.又 網状赤血球等幼若赤血球ハ夫 レノ

比重ハ一般ニ成熟赤血球ヨリ小ナル爲メ遠心沈降セシムル時ハ其大部分ハ赤血球ノ上部ニ集ル ト言ハル.

余 モ亦之ヲ實驗的ニ證明シ得 タリ.故 ニ流血中多數網状赤血球等 ノ出現セル血液ニ於テハ上下各赤血球層

ノ抵抗ヲ檢査セリ.即 チ少量ノ3.8%「 チ トラート」液ヲ以テ不凝固性 トセル血液ヲ(凡 ソ10cc採 取)1分 間

3000囘 廻轉 ノ電氣遠心器ニテ30分 間遠心沈降シ毛細管ヲ以テ最上下層ノ血球ヲ採 リ之ニ血漿 ヲ加ヘテ原

血液 ノ血球對血漿 ト同一容量比トナセシモノニ就テ抵抗ヲ比較セリ.

第2節 瀉 血 實 驗

健康家兎4頭 ノ中2頭 ハ1囘 ニ40cc他 ノ2頭 ハ1囘 ニ50ccヲ 瀉血シ前述ノ知 ク檢査ヲ行ヘリ.即 チ第

10表 ノ實驗成績ニ示スガ如 ク赤血球數ハ瀉血後第1日 ニ瀉血前ノ51乃 至61%ニ 減少スルモ第2日 ニハ既

ニ第1日 ヨリ0.3乃 至10%ノ增 加ヲ示シ其後ハ急速ニ其數ヲ增シ第6乃 至10日 迄ハ著明ノ增加ヲ來セリ.

其後ハ緩漫ニ增加シ第12日 頃ニ原位ニ復ス.血 色素量ノ變動モ略ボ上ト同 ジク瀉血後第1日 ニ瀉血前ノ

49乃 至63%迄 ニ減少スルモ其後ハ赤血球ノ增加 ト略ボ平行シテ增加ス.其恢復度ハ赤血球數ノ夫 レヨリモ

緩徐ナリ.網 状赤血球ハ瀉血後第1日 ハ殆 ド變化ナキカ極輕度ノ增加 ヲ示 シ第2日 ヨリハ急劇ニ增加シ第

4乃 至6日 頃ニハ其增加極點ニ達 シ9.5乃 至13.8%ノ 多數ニ及ブ.其後赤血球數 ノ增加スルニ從ヒ漸次其數

減少 シ赤血球數ノ略ボ原位ニ復スル頃瀉血前ノ數ニ下降ス.

赤血 球滲透性抵抗 ハ瀉血後第1日 ニハ最小抵抗 ハ輕度 ノ減弱 ヲ示 シ肉 眼的最大抵抗 ハ殆 ド變

化ナク鏡檢的最大抵抗 ハ極輕度 ニ增強スルカ若クハ變 化ナシ.第2日 ニハ1例 ニ最小抵抗瀉 血

前 ニ復 セ シ外 ハ皆輕度 ニ增 張 シ,肉 眼的最大抵抗 ハ變 化 ナキ1例 ヲ除 キ他 ハ0.02乃 至0.08%ノ

増 強 ア リ,鏡 檢的最大抵抗 ハ例外 ナク0.02乃 至0.06%ヲ增 強 ス.其 後 ハ赤血球數 ノ增 加急劇時

即チ網状赤血球等幼若型ノ出現增加時ニ抵抗 ハ著 シク增強 ス.即 チ最小抵抗ニ於テモ輕度 ノ増

強ヲ示 シ,肉 眼的最大抵抗 ハ可 ナリニ增強シ鏡檢的最大抵抗 ハ最著明ニ增強ス.即 チ網状赤血

球 ノ出現增 加 ノ極點 ニ於 テ抵抗 ノ增強モ亦極點 ニ達 シ實 ニ0.06乃 至0.16%ノ增 強 ヲ示 ス.其 後

ノ抵抗變動ハ網状赤血球 ノ變化 ト殆 ド一致シ其數 ガ原位 ニ復 スル頃ニハ抵抗モ亦原位ニ復ス.

抵抗幅ハ瀉 血後何 レモ擴大 シ抵抗增強ノ最大 ナル時抵抗幅 モ亦最大ヲ示 シ抵抗原位ニ復スル頃

ニ原位 ニ歸ル.尚 ホ余ハ殘存赤血球ニ多數 ノ幼若型ヲ證明 シ得タリ.
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第10表　 瀉 血 實 驗
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第3節　 「コラル ゴー ル」注射 ニ ヨル血液 像 ノ變 化 ト

赤血球滲透性抵抗

第1項　 文 獻 摘 要

「コロイド」銀液就中「コラルゴール」及 ビ「エレク トラルゴール」等ハ臨牀的ニ種々ノ敗血性或

ハ炎症性疾患ニ治療的效果ヲ認 ムル事 アリ.又 實驗的ニ網状織内被細胞ノ組織學的檢索特ニ機

能研究上盛ニ使用 セラル.從 テ之等膠樣銀液ノ注射 ニヨル血液像ノ變化 ニ試テハ今日迄臨牀竝

ニ實驗上ノ報告多數存ス.而 シテ該血液像ノ變化 トシテハ白血球 ニ於ケルモノ ト赤血球 ニ於ケ

ルモノ トアリ.少 量注射時ハ主ニ白血球 ノ變化起 リ,大 量使用時ニハ其外ニ尚ホ赤血球ノ著明

ノ變化來ル. Herzog u. Roscherニ ヨレバ大量ノ「コラルゴール」靜脉内注射ニヨリ家兎ニ中

毒ヲ起サス時ハ重症貧血ノ來ル前ニ流血中ニ多數ノ有核赤血球增加 シ骨髓内ニテハ赤血球生成

能力ノ增加 ヲ見ル ト云フ.坂 本,小 宮兩氏 ニヨレバ「コロイド」銀液ヲ家兎靜脉内ニ一時ニ多量

注入スル時ハ血液ニテハ始 メ輕度ノ白血球減少起 リ次デ著明ノ增加ヲ來 ス.尚 ホ白血球增加 ト

同時ニ多數有核赤血球出現ス.少 量ヲ持續的ニ注射 スル時ハ有核赤血球 ハ比較的早ク出現 シ注

射度數ヲ增スニ從ヒ其數增加 スト.永 野氏モ亦少量ノ「コラルゴール」ヲ永 ク連續的ニ注射 スル

時ハ流血中ニ有核赤血球 ノ出現多キヲ實驗 セリ.尼 子氏ハ家兎ノ「コラルゴール」填塞實驗ニヨ

リ赤血球竝ニ血小板 ノ減少著明時ニ網 状赤血球增加 シ血球破壞高度 ニ達 スレバ有核赤血球多染

性赤血球等ノ出現 ヲ見ル ト.又 蓮池氏 ニヨレバ家兎ニ唯1囘 「エ レク トラルゴール」ヲ注射 スル

時ハ少量又ハ稍々大量ニテモ流血中ニ網状赤血球ノ增加ヲ見ズ.然 ルニ連續的 ニ大量 ヲ注射 ス

ル時ハ網状赤血球ノ出現增加スルモ有核赤血球, Jolly氏 小體保有赤血球等ノ增加ハ毎常必發的

ノモノナラズ トセリ.尚 ホ氏ハ網状赤血球 ノ出現增加ノ要約 トシテ骨髓内造血機能亢進及 ビ網

状織内被細胞組織 ノ状態如何 ヲ顧慮スルノ必要アリト言ヘ リ.要 之,「 コラルゴール」注射 ニヨ

リテ起ル赤血球ノ變化ハ流血中ニ有核赤血球,網 状赤血球,多 染性赤血球等幼若赤血球 ノ多數

出現 スルニア リ.而 シテ多 クノ學者 ハ膠 樣銀 ガ骨髓 ヲ刺戟 スル結 果ナ リト考 察 スル如 シ.

第2項　 實 驗 的 研 究

健康家冤10頭 ニ1%「 コラルゴール」ヲ耳靜脉内ニ次記スル如キ微量,少 量,比 較的大量及ビ大量ヲ注射

シ前記ノ關係ヲ檢セ リ.此 量的關係ハ我敎室天野氏ノ實驗ニヨルモノニテ微量ハ上記「コラルゴール」ヲ體

重1kgニ 付 キ0.2g,少 量 ハ0.65gヲ,比 較的大量ハ體重1kgニ 付キ第1日2g,第2日3g,第3日4g,

大量ハ體重1kgニ 付キ第1日3g,第2日 及ビ第3日 各5gヲ 夫 々3日 間注射スルナリ.最 後ノ注射終了後

24時 間經過 ヲ以テ注射後第1日 トセリ.家 兎第23號 及ビ第28號 ハ微量注射例ニテ血液像ハ注射後第1日

及ビ第4日 ニ於テ赤血球數,血 色素量ハ何レモ輕度ニ減少スルモ網状赤血球數ハ殆 ド變化ナシ.白 血球數

ハ1例 ニ於テハ第1日 及ビ第2日 共 ニ注射前ヨリ少ク增加シ他 ノ1例 ニテハ第4日 ニ增加セリ.其 他僞「エ

オジン」嗜好細胞減少 シ淋巴球增加シ他ニハ變化ヲ認 メズ.
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第11表　 「コラルゴール」注射實驗

赤血球滲透性抵抗ハ最小抵抗ハ兩例共輕度ニ增強シ肉眼的最大抵抗ハ1例 ニ可ナリ減弱シ他ノ1例 ニハ

變化ナシ.鏡 檢的最大抵抗ハ何 レモ變化ナシ.抵 抗幅ハ輕度ニ縮少ス.家 兎第24號 及 ビ第29號 ハ少量注

射ヲ行ヘリ.赤 血球數及ビ血色素量ハ兩者共第1日 ニ輕度ノ增加 ヲ見 タルモ第4日 ニ減少セリ.網 状赤血

球ハ兩例共ニ著明ニ增加シ前者ニテハ多染性赤血球增加シ,有 核赤血球出現シ輕度ノ大小不同型ア リ.白

血球數及ビ淋巴球ハ何 レモ增加シ,僞 「エオジン」嗜好細胞ハ減少ス.大 單核及ビ移行型モ增加シ 「ブラス

マ」細胞,「 マスト」細胞出現シ「エオジン」嗜好細胞消失セリ.

赤血球滲透性抵抗ハ注射後第1日 即チ赤血球增加時ニ最小抵抗輕度ノ減弱ヲ示 シ第4日 ニ注射前 ニ復ス.

肉 眼的最大抵抗ハ輕度ノ增強ヲ示シ,鏡 檢的最大抵抗ハ可ナ リ著明ニ增強セ リ.抵 抗幅ハ何レモ擴大ス.

家 兎第25號, 27號 及 ビ第30號 ハ比較的大量ヲ注射セ リ.注 射後第1日 ニ赤血球ハ輕度ニ增加ス.血 色

素量ハ殆 ド變化ナシ.第4日 ニハ何 レモ變化ナキカ輕度 ノ減少ヲ示ス.網 状赤血球ハ前者ヨリ更ニ著明ニ

増加ス.多 染性赤血球ノ增加略ボ之ニ平行ス.又 有核赤血球多數 ニJolly氏 小體保有赤血球少量ニ出現ス.

輕度 ノ赤血球大小不同型ア リ.白 血球,淋 巴球數ハ何 レモ增加シ,僞 「エオジン」嗜好細胞,大 單核及ビ移
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行型ハ少ク減 ジ,「ブラスマ」細胞出現ス.

赤血球滲透性抵抗ハ最小抵抗 ニ於テ何 レモ著明ニ減弱シ,最 大抵抗ハ著明ニ增強ス.抵 抗幅ハ何レモ箸

明ニ擴大ス.

第11表

備考　有核赤血球數ハ塗抹標本ニテ白血球300ヲ 算定スル間ニ出デシ數ナリ.家 兎27號 ニテ第1, 2

及 ビ3囘 注射後夫々24時 間後 ニ採血檢査セル成績 ヲA, B, Cト ス.
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家兎第26號,第31號 ハ大量注射セリ.第33號 ハ唯々1囘 體重1kgニ 付 キ5g注 射 セリ.後 者ニテハ注

射後第1日 ニ赤血球數,血 色素量共ニ輕度ノ增加ヲ示セルモ,他 ハ例 レモ減少セリ.後 者ニテモ第2日 目

ヨリ減少セリ.網 状赤血球ハ何 レモ最著明ニ增加 シ,有 核赤血球,多 染性赤血球モ亦多數ニ出現シJolly氏

小體保有赤血球少量ニ出現ス.輕 度ノ大小不同型アリ.白 血球數ハ何 レモ增加シ,僞 「エオジン」嗜好細胞,

淋巴球ノ關係ハ前諸例 ト同ク,大 單核及ビ移行型,「 マスト」細胞稍々增加 シ,「ニオジン」嗜好細胞,「ブラ

スマ」細胞亦出現ス.赤 血球滲透性抵抗 ハ.最 小抵抗ハ何レモ減弱セルモ,第33號 例 ニ於テ赤血球增加時

ニ最モ著シ.肉 眼的最大抵抗ハ可ナリニ.鏡 檢的最大抵抗ハ著明ニ增強ス.

要 之,「 コラルゴール」靜脉内注射 ニヨ リテノ赤 血球滲透性抵抗 ハ變 化ハ微 量注射 例 ニ最 小抵

抗輕度 ニ增 強 シ,最 大抵抗 ニ變化 殆 ド無 キヲ除 キ他 ハ何 レモ最 小抵抗 ハ減弱 シ最 大抵抗 ハ增 強

ス.鏡 檢的最大抵抗 ノ增強特 ニ著 明ナ リ.而 シテ該抵抗 ノ增強 ハ流血中 ニ網状赤血球,多 染性

赤血球,有 核赤血球等幼若赤血球ノ出現增加著明ナル程大ニシテ之等赤血球ノ減少ニ伴 ヒ抵抗

又次第ニ減弱 シ來ル.而 シテ殘存赤血球 ノ大部ハ超生體可染性赤血球ニシテ有核赤血球Jolly氏

小體保有赤血球ヲモ少數見ルヲ得タリ.赤血球上下層 ノ抵抗關係 ハ第13表 ニ示 ス如ク流血中ニ

網状赤血球出現多キ時ニ於テ上層赤血球ハ下層赤血球ヨリ滲透性抵抗強大ナ リ.面 モ上層赤血

球 ノ最 大 抵 抗 ハ 全 血 液 ト シ テ ノ 夫 レ ニ 殆 ド等 シ キ カ 寧 ロ 強 大 ナ ル ヲ 示 シ,最 小 抵 抗 ハ 全 血 液 ノ

夫 レ ヨ リ モ 強 大 ナ リ.然 ル ニ下 層 赤 血 球 ノ最 大 抵 抗 ハ全 血 液 ノ夫 レ ヨ リモ 著 明 ニ 弱 ク シテ 最 小

抵 抗 ハ全 血 液 ノ 夫 レ ニ 一 致 セ リ.

第4節　 臨 牀 的 觀 察

網 状赤 血 球 ハ貧 血,傅 染 性疾 患 及 ビ中 毒 性 疾 患 時 流 血 中 ニ其數增 加 ス ト言 ハ ル. Seyfarthニ ヨ レバ重 症

貧血 就 中出 血 性 貧 血 時 ニハ40%或 ハ 是 レ以 上 ニ增 加 ス ト言 フ.氏 ニ ヨ レバ惡 性 貧 血 ニテ 恢 復 後 ハ網 状 赤 血

球2乃 至5%ト ナ ル モ然 ラザ ル時 ハ20乃 至30%ニ 逹 シ多 數 ノ有核 赤 血 球 出現 ス ト言 フ 岡 野,西 川 氏等

ニ ヨ レバ肺 結 核 症 ニテ ハ 貧 血 ト無 關係 ニ病 勢 進 行 セ ル モ ノ ニ網 状 赤 血 球增 加 シ,癌 ニ テハ 不定 ニテ 強 度 ナ

ラザ ル モ ノ多 シ ト言 フ.而 シ テ斯 ル疾 患時 ニ於 ケル 赤 血 球 滲 透 性 抵抗 ハ 既 ニ諸 家 ニヨ リ研 究 サ レ タ リ.

赤 血 球 抵 抗 ガ惡 性 貧 血 ニテ 減 弱 ス ト唱 フル 者 ハMaragliano, Hamburger, Castellino, Strauss, Veyrassat

等 ナ リ.之 ニ反 シRibierre u. Aubertinハ 上昇 ス トシStrasser u. Nenmanmハ 重症 貧 血 症,萎 黄 病 ニテ 上

昇 ス トセ リ. Hamburgerハ 萎 黄 病 ニテ ハ 著 シク 低下 ス ト言 ヘ リ. Malassez, Maragliano等 ハ癌 性 惡 液 質

ノ重 症 貧血 ニテ ハ 抵 抗 低 下 ス トシChanel, Lang u. Schmidtlechnerノ 成 績 ハ之 ニ 反 ス. Viola, Vaquez n. 

Laubry等 ハ屡 々平 常 値 ナ リ ト言 ヘ リ.結 核特 ニ肺 結 核 時 ノ赤 血 球 抵 抗 モ亦 多 ク ノ人 ニ ヨ リ研 究 サ レ タ リ.

Kiralyffi, Keller, Humbert, Liebermann u. Fillinger等 ハ 肺結 核 時 ニハ一 般 ニ抵 抗 減 弱 ス トシ之 ニ據 リ

豫 後 ヲ ト知 セ ン トセ リ. Weirauchハ170例 中2.9%ニ 減 弱 ヲ見,三 田 谷 氏 ニ ヨ レ バ抵 抗增 進 ノ モ ノ多 ク,

Jakuschewsky,長 島 氏 ニ ヨ レバ 病勢增 惡,活 動性 大 ナ ル 程抵 抗增 大 ス トシ,長 島 氏 ハ 這 ハ幼 若 赤 血 球 ニ ヨ

ル モ ノナ ラ ン トセ リ. Strasser u. Neumannハ 正常 ト變 ラ ズ トセ リ.

惡 性腫 瘍 特 ニ消 化 器 系 統 ニ發 生 セ ル 癌 ニテ ハ 赤 血 球 滲透 性抵 抗 測定 ハ 從 來診 斷 的 方 面 ニ 於 テ特 ニ 注 目 セ

ラ レタ リ. Chanel, Janowsky, Lang, Donati, Cohnreich, Teschendorf, Swjatskaja,小 田,前 田氏 等 ニ ヨ レバ
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第12表B.

抵 抗增 強 ヲ來 ス ト シ, Maragliano, Liebermann u. Fillingerハ 減 弱 ス ト シ, Vaquez, Laubry, Viola, Veyrassat

等 ハ 正 常 ナ ル 合 ヲ モ記 載 セ リ.胃 癌 ニテ赤 血 球 抵 抗 檢 査 ガ診 斷 的 ニ價 値 ア リ ト高 唱 セ ル ハJanowsky及

ビ其 門 下Lang及 ビCohnreich,前 田 氏 等 ニテLangハ 胃 癌 ニテ 抵 抗 上 昇 シ他 ノ胃 腸疾 患 時 ニハ 正常 又 ハ減

弱 ヲ來 シ殊 ニ本 檢 査 ハ 胃 潰瘍 トノ鑑 別 診 斷 ニ應 用 シ得 ト言 ヘ リ. Cohnreichハ19例 ノ消 化 器 竝 ニ消 化 腺 ニ

發 生 セ ル癌 ニテ ハ100%ニ 抵 抗增 強 ア リ,胃 癌 早 期 診 斷 ニ資 シ得 ベ シ ト言 ヘ リ.尚 ホ最 近 氏 ハ93例 ノ消 化
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器ニ發生セル癌症ニ於テハ83例 ニ抵抗上昇ヲ認メ本患者ノ特徴 トシテ先ノ氏ノ所説ヲ證明セリ.前 田氏ハ

胃癌 ノ78%ニ 抵抗增強ヲ證シ臨牀的ニWa.氏 反應 ノ加キ價値 アリト言ヘリ.然 ルニSwjatskajaハ 他 ノ出

血性貧血時ニ於 ケル抵抗曲線 トハ差異ナシトシ之等ノ諸説品反對セ リ. Bauer u. Aschnerガ 治療的ニ瀉血

ヲ行ヒシ患者ニテ抵抗檢査ヲナシ新生赤血球ニ抵抗大ナルヲ見シハ既述セル如 シ. Seyfarthニ ヨ レバ妊娠

時ニモ亦超生體可染性赤血球著シク增加ス ト言フ.

余 ハ我科入院患者 ニ就テ流 血中ノ幼若赤血 球殊 ニ網状赤血 球 ト赤 血球 滲透性抵抗 トノ關係 ヲ

知 リ得 シノ ミナラズ健康妊婦 ニ就 テモ檢 査 セ リ.此 臨牀29例 ニ就 テノ觀察 ハ第12表A及 ビB

ニ示 ス如 シ.即 チ完 全血液,「 チ トラー ト」血液,洗 滌 血液何 レニ於 テ モ網状赤血球,有 核赤血

球,多 染性赤血球等幼若赤血球ノ出現增加時ニ於テ赤血球滲透性抵抗ハ增大シ殊ニ鏡檢的最大

抵抗 ノ增強著明ニテ其增強ハ網状赤血球 ノ增加程度 ト殆 ド平行ス.殘 存赤血球 ニ於テ幼若赤血

球ヲ證明 シ得 シ事竝 ニ網状赤血球ノ增加著明ナル例 ニ於ケル赤血球層上下ノ抵抗檢査 ニ於テ上

層赤血球ノ抵抗最強ナルヲ證明 シ得タルハ全ク前實驗 ト同樣ナリ(第13表 參照).

第5節　 考 案

Schustroffハ 赤血球滲透性抵抗 ノ上昇ハ常ニ體内ニ於 テ赤血球 ガ盛ニ破壞 セラルル際 ニノミ

見ラルル現象ナリトシツツモ幼若赤血球ハ老舊赤血球ヨリモ抵抗弱 シトセリ.田 中氏ハ抵抗増

加ハ死減スル血球 ガ造血器官ニ刺戟ヲ與ヘテ起ル現象 ニ非ズシテ却テ骨髓 ノ健康時ニ造血物質

ニ缺乏アルニ際 シ起ル現象 ト考ヘラル ト言ヘリ.小 田氏ハ癌,貧 血,十 二指腸蟲病等ノ貧血症

ニ於テ最大最小兩抵抗間ノ分配ヲ檢 シ血球新生機能ノ良否 ニヨリ明カニ正反對ナル二樣 ノ變化

ヲ認 メ動物實驗 ト同樣新生機能亢進 セルモノニ抵抗強キ血球增加 シ衰退 セルモノニ弱キ血球多

シト言ヘリ.尚ホ近時Swjatskajaハ 家兎ノ瀉血後 ニ赤血球ノ抵抗 上昇 ト網状赤血球 ノ增加 トヨ

ク一致スルヲ報告 セリ.余 ノ瀉血實驗 ニ於テハ赤血球數增加 シ網状赤血球其他幼若赤血球 ガ流

血中ニ多數出現 スル時ニ赤血球滲透性抵抗殊ニ鏡檢的最大抵抗 ハ增強セリ.「コラルゴール」ノ

家兎靜脉内注射實驗 ニ於テハ流血中ニ幼若赤血球 ノ增加無キ例 ニハ其赤血球抵抗 ニ何等變化ナ

ク幼若赤血球ノ多數 ニ出現 スル例ニテハ最 大抵抗特 ニ鏡檢的最大抵抗 ノ著明ニ增強スルヲ見タ

リ.即 チ網状赤血球ノ出現量 ト血球抵抗力 トハ殆 ド平行スルヲ知 レリ.尚 ホ臨牀的觀察例 ニテ

手術或ハ術後 ノ出血ニヨリ著明ノ貧血ヲ來 セシ例 ニ於テモ幼若赤血球ノ出現 ト赤血球滲透性抵

抗 ノ增強 トノ間ニ家兎瀉 血實驗同樣 ノ關係 アルヲ見タリ.而 シテ之等幼若赤血球 ノ出現ナキ例

ニハ何等抵抗 ノ增 強ヲ見 ズ.

要之,臨 牀的觀察 ニヲモ又動物實驗 ニテモ赤血球滲透性抵抗 ノ增強就中最大殊ニ鏡檢的最大

抵抗 ノ增強 ハ幼若赤 血球 ノ出現增加 ト密接ナルレ關係ヲ有スルヲ知ル.

Seyfarthハ 最近 「チトラート」血液又ハ蓚酸血液ヲ遠心沈降器ニカクル時ハ網状赤血球ハ其比重他赤血球

ヨ リ輕 キ爲 メ50乃 至60%ガ 上 層 ニ分 離 シ底 部 ニ ハ漸 ク1.5%ヲ 見 ル ト言 ヘ リ.余 モ亦 「チ トラ ー ト」血 液 ニ
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就テ同樣操作ニヨリ上層ニハ殆 ド大部ノ網状赤血球ヲ證明セシニ下部ニテハ極少數ヲ見 タルノミニテ 略ボ

Seyfarthノ 言 フ所見ニ一致スルヲ知 レリ.

茲 ニ於 テ幼若赤血球 就中網状赤 血球 ノ出現增 加著 明ナル場合 ニ斯 ノ如 ク操作 ヲ爲 シ赤 血球 ノ

上下兩層 ノ抵抗差ヲ檢セシニ,何 レモ上層赤血球ニ於テ抵抗特ニ鏡檢的最大抵抗 ノ強キヲ見タ

リ.次 ニ殘存赤血球ニ就テ網状赤血球ノ多數 ト少數 ノ有核赤血球Jolly氏 小體保有赤血球 トヲ

證明 シ得タ リ.故 ニ余ハ之等 ノ實驗成績 ヨリ推 シテ幼若赤血球ガ他ノ老舊赤 血球ヨリモ強大ナ

ル抵抗 ヲ有 スルヲ信 ズ.

第5章　 脾 臟 ト赤 血 球 滲 透 性 抵 抗 トノ 關 係

第1節　緖 言

脾臟 ハ赤 血球 ノ溶血現象特 ニ其抵抗 ニ對 シテ或關係 ヲ有 スベ シ トハ諸 家均 ク考 フル ガ如 シ.

脾 臟 ノ貪喰細胞 ガ脾髓 中ニ出 デ シ赤血球 ノ破壞 ヲ營 ム トハ既 ニVirchow以 來注 意サ レタル事

ナ リ. Eppingerハ 赤 血球 ハ老朽 ト健全 トヲ同ハズ脾臟 中ニ於 テ或種 ノ變化 ヲ受 クル モノニテ

若 シ幸 ニ脾臟 ヨリ遁 レ得ル トモ早晩肝臟 ニ至 リテ其星 芒細胞 ニヨ リ爼 ヒニ擧 ゲラルル ヲ免 レズ

ト言 ヘ リ.即 チ脾臟 ハ既 ニ使用 セラ レ其役 目ヲ終 ヘ シ血球 ノ墓地 タル ト同時 ニ更 ニ積極的 ニ血

液洶汰 ニ參與スルモノニテ自己ノ貪喰 シ能 ハザ リシ赤血球 ニ對 シテモ何等 カノ感作 ヲナ シ他臟

器 ノ巨大貪 喰細 胞特 ニKupffer氏 星 芒細 胞 ニヨル料理 ヲ易 カ ラシムル モノナル ガ如 シ.是 等現

象 ハ敢 テ脾 ノ病的状態 ニ於テ ノ ミナ ラズ正常脾 モ亦 之ヲ有 スルハ古來幾 多 ノ實驗之 ヲ證 明 ス.

扨 テ脾 臟 ニ斯 ノ如 キ作用 ア リ トセバ脾動靜脉血 間ニ於 テ ノ ミナ ラズ脾靜脉 血 ト他 臟器 ノ血液 ト

ノ間ニモ抵抗 差異 ヲ有 ス可 キナ リ.從 來此 力面 ニ關 スル業績 ナキニ シモ非 ザル モ其成績 尚ホ未

ダ一致 セ リ ト言 ヒ難 シ.此 點 ヲ論究 センニハ脾臟 ノ赤血 球灌 流試驗 ニ於 テ「ビリル ビン」形成 ヲ

試驗 スル モ又 ハ生理的食鹽水 ヲ以 テノ灌 流液 ガ赤血球抵抗 ヲ變動 スル ヤ否 ヤヲ知 ルハ最 モ適切

ナル實驗法 ナ リ ト信ズ.而 シテ此後實驗 ハEddy,稻 松氏等 ノ言 フ如 ク脾臟 ハ或 ル 「ホルモ ン」

ヲ出 シテ赤 血球抵抗 ヲ減弱 セ シムルカ否 カヲモ解決 スル ニ有力 ナ リ.斯 ノ如 ク脾臟 ガ血液洶汰

ニ重要 ナル機能 ヲ有 シ且赤 血球 ノ抵抗 ヲ滅弱 セ シムル作用 ヲ有 ス トセバ脾臟 ヲ剔出 セル場合 ニ

赤 血球 ノ抵抗 ヲ增 強 セシムベ キヲ豫 期 シ得 ベ シ.脾 剔出後赤 血球數 ノ增減 ニ關 シテ ハ今 日尚 ホ

議論 ア リテ一定 セズ ト雖 モ脾剔出後少 ク トモ一定斯 間赤血球抵抗 ノ增 強ヲ來 スハ幾多 ノ實驗 ア

リテ確定的 ノ事實 ナ リ.是 レ脾臟 ガ赤 血球 ノ抵抗 ヲ減弱 セ シメ居 ル有力 ナル證據 トサ レタル ガ

如 シ.動 物 或 ハ人間 ノ脾 剔出 ニヨリテ赤血 球 ノ抵抗 ヲ增大 ス トスル者 ニハBotazzi, Domenici,

 Pel, Pearce, Troissier, Minor, Chalier et Charlet, Strisower, Goldschmidt, Eppinger,

田 中,橋 本,福 島,佐 藤,三 浦,大 里 及 ビ館氏等 ア リ.然 レドモChauffard, Roth, Naegeli,

石 島 氏等ハ,溶 血性黄疸 ニ於 テ脾剔 出 ガ減弱 セル赤 血球 ノ抵抗 ヲ增 強 セ シメザルヲ報 告 セ リ.

179



1384　 坂 井 芳 次 郎

Okunewハ 脾臟ハ赤血球ノ抵抗 ヲ增強スル「ホルモ ン」ヲ有 ス,而 シテ脾剔出後赤血球ノ抵抗減

弱 ヲ見タリト報告セリ.

要之,現 今ノ大勢ハ脾剔出後赤血球 ノ抵抗 ハ增強ス ト爲 スモノ多數 アリ,然 レドモ尚ホ減弱

ス トセルモ ノナキニ非 ズ.又 脾 剔出後 ニ赤 血球 ノ抵抗增 強 ス ト爲 スモ何 ノ原 因 ニ ヨルヤハ尚ホ

未解決 ノ領域 ニア リ.故 ニ余ハ脾臟患者ニ於テ又動物實驗 ニ於テ脾剔出前後ニ於 ケル赤血球滲

透性抵抗 ヲ檢 シ兩者 ノ成績 ヲ考察 シ其所見ヲ記述 シ併 セテ何故ニ此現象ガ起ルカヲモ推論セン

トス.

第2節　 脾 靜 脉 血 ノ抵 抗 ニ就 テ

第1項　 文 獻 摘 要

Hammarstenハ 脾 靜脉赤 血球 ハ脾 動脉 ノ夫 レヨ リモ抵抗強 シ ト言 ヘ リ. Gabbi, Chalier et

 Charletハ 此 事實 ヲ異論 ノ餘 地 ナ シ ト信 ゼ リ.即 チChalier et Charletハ1911年 犬 及 ビ家兎

ニ於 テ脾 靜脉赤血球 ハ頸 靜脉 ノ夫 レヨリモ抵抗 強 シト言 ヘ リ.又 山羊 ニ於 テハ脾動脉及 ビ末梢

靜脉赤 血球 ハ脾靜脉 ノ夫 レヨリモ常 ニ0.02乃 至0.04%更 ニ甚 ダ シキハ0.06%モ 減 弱 セル ヲ

見 タ リ.而 シテ其原困 ハ脾臟 中 ニテ抵抗弱 キ赤 血球 ガ死滅 スル ニ由ル トセ リ.尚 ホGross u.

 Schmidt, Salvioli, Bizzozero, Grigoresku u. Herzen 等 モ之 ニ賛 シOkuuewハ 其 「ホルモ ン」

説 ヨ リ之 ニ賛成 セ リ.然 ルニ1914年Goldschmidtハ 犬 ニ於テ之 ト反對 ノ成績 ヲ得 テ脾臟 ガ赤

血球 ヲ障碍 スル ノ結果 ガ抵抗 減弱 ヲ來 ス トセリ. Banti, Bolt u. Heeres, Dreisbach, Eppinger,

 Widal, Pugliese, u. Luzzati, Strisower等 モ亦後者 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ. G. Bantiハ 少 量 ノ

免疫血淸 注射 ニヨ リ脾臟 ノ溶血作用 ヲ昂 進 セシムル時 ハ赤 血球 ノ抵抗 ハ著 シク下降 スル ヲ認 メ

タ リ. Bolt u. Heeres, Gansslen, Robertson等 ハ 人間 ニ於 テ脾 靜脉赤 血球 ノ抵抗弱 キ ヲ認 メ

タ リ. Graf, Simmel等 ハ 確 定 セ ズ ト セ リ.又Krumbhaar u. Musser u. Frey等 ハ脾 動 靜 脉

赤血球間ニハ何等抵抗 上ノ差 異存 セズ トセ リ.最 近Laudaモ 亦 之 ニ賛 セ リ. Frenckellハ 一般

ニ動脉赤血 球ハ靜脉赤 血球 ヨ リモ抵抗 強キ故 上記 ノ如 キ實驗 ニ據 リ結論 ヲ下 スハ全然容認 ス可

ラザル事ナ リ トセ リ.又 實驗 例ノ大部分 ニ於 テ脾 靜脉 ト末梢靜脉 トノ赤 血球 ノ抵抗 差ハ區別サ

レズ35乃 至40%ノ 差 異ハ人工的産物 トシテ脾臟 ニ加 フル實驗操作 ニ ヨリ避 ケ難 キモノ ト言 ヘ

リ. RautmannハFreyトDreisbachト ノ成績 ニ相違 アルハ前者ハ洗滌血球 ノ抵 抗 ヲ檢 シ後者

ハ不洗滌赤 血球 ヲ以 テ實驗 セ シニ因ルモ ノ トセ リ. Orahovasハ 脾 靜脉赤 血球 ノ抵 抗 ハ決 シテ減

弱 シ居 ラズ脾 實質 内ニ在 リテ流血中 ニ歸 ラザル赤血球 ハ明 カニ抵 抗 減弱 シ居 ルモノナ リ ト言 ヘ

リ.余 ハ我敎 室 ニ於 テ脾 剔出 ノ行 ハ レシ2例 ノ溶 血性 黄疸 ニ於 テ脾動靜脉赤 血球 間 ノ滲透性抵

抗 ヲ檢 シ之 ヲ正中靜脉赤血球 ノ抵抗 ト比較研究 シ且動物實驗ニテ脾動靜脉赤血球 ノ抵抗 差異ヲ

檢 シ之ヲ他動靜脉赤血球 ノ抵抗 ト比較 シ尚ホ又脾 靜脉赤血球 ト他靜脉赤血球 ノ抵抗 力ニ如何ナ

ル關係 ニアルヤヲモ檢 査 シ以 テ上記諸 疑問 ヲ解 決 セン トセ リ.
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第2項　 實 驗 方 法

實驗動物ハ7乃 至8kg内 外 ノ犬及ビ2kg以 上 ノ家兎ヲ用ヰタリ.犬ハ4%ノ 鹽莫液皮下注射後 ニ家兎 ニ

テハ何等麻醉藥ヲ用ヰズニ採血セリ.麻 醉動物ニテハ麻醉藥ガ赤血球 ニ及ボス影響ヲナル丈ケ同樣ニナス

爲各脉管ヨリノ採血ヲナル丈 ケ短時間内ニ終了セ リ.又 食鹽ハ赤血球 ノ表面膠質 ニ對 シ"lyotropo Effekt"

ヲ有 スルニヨリ等張食鹽水ヲ以テ洗滌スルモ尚ホ赤血球ハ害サルトノBriukmannノ 言ヲ顧慮シ完全血液

ニ就テ抵抗ヲ檢査セリ.尚 ホ比較 トシテ「チトラート」血液及ビ洗滌血液ニ就テモ抵抗ヲ測定セ リ.

第3項　 實 驗 的 研 究

第14表A. 其1　 家兎 ニ於 ケル實驗

健康家兎10頭 ノ内4頭 ハ上記注意

ノ下ニ採血 シテ抵抗ヲ測定セ リ.他 ノ

3頭 ハ完全血液ニテ脾靜脉及ビ他靜脉

ノ赤 血球抵抗差ガ時間的ニ如何ナル關

係 ヲ示 スヤヲ檢 シ他 ノ3頭 ニテハ脾動

靜脉赤血球間ノ抵抗差 ト他動靜脉赤血

球間ノ夫等 トノ關係ヲ檢査セリ.第14

表A, B及 ビCハ 之等ノ成績 ニテ之ニ

ヨレバ脾靜脉赤血球ハ他靜脉赤血球ニ

比 シ抵抗ハ減弱セズ.却 テ1例 ニ於テ

門脉血,肝,腎 靜脉赤血球 ノ抵抗僅ニ

弱キヲ見ル.靜 脉赤血球相互間 ノ時間

的抵抗差異ニ於テ脾靜脉赤血球ハ肝靜

脉 ノ夫レヲ除キ他靜脉 ノ夫 レト抵抗差

異ナシ.而 シテ肝靜脉赤血球ハ他靜脉

ノ夫レニ比シ3例 中2例 ニテ弱キ抵抗

ヲ示ス.内1例 ハ1時 間迄0.02%弱 ク

24時 間後 ニハ他 ト變化ナヤヲ示セ リ.

他 ノ1例 ハ最初ヨリ24時 間後ニ至ル

迄0.04%ノ 弱 キ抵抗ヲ示セリ.他 ノ1

例 ハ終始他 ノモノト變化ナシ.脾 動靜

脉赤血球間ニ於 ケル抵抗差異ハ3例 中

1例 ハ抵抗差ナク2例 ニテ動脉赤血球

ニ強キ抵抗ヲ見 タリ.而 シテ斯ル關係

ハ股動靜脉赤血球間ニ存スル抵抗差異

ト殆 ド同 ジ關係ナリ.

即 チ家兎脾動靜脉赤血球間ニハ抵抗 上特別ノ關係無キモノナラン.
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第14表B.

其2　 犬ニ於 ケル實驗

第14表C.

健康犬13頭 ニ就テ前同樣ノ實驗ヲ行ヒ第15表 ノ成績ヲ得タリ.即 チ13例 中完全血液ニ就テハ脾靜脉赤

血球ガ脾動脉ノ夫レヨリ最小抵抗ニ於テ弱キモノ7例 ナリ.多クハ0.02%ノ 差 ヲ示スモ0.04及 ビ0.06%ノ

差 ヲ示スモノア リ.其 他ニ於テハ2例 ニ

差ナク4例 ニ却テ脾靜脉赤血球ニ抵抗強

シ.而 シテ1例 ハ0.02%他 ノ1例 ハ0.04

%強 シ.肉 眼的最大抵抗ハ4例 中脾靜脉

赤血球 ノ抵抗ガ脾動脉 ノ夫 レヨリモ弱キ

モノ1例 ニテ他 ノ3例 ハ何 レモ強シ.即

チ脾靜脉赤血球 ニ抵抗弱キ1例 ハ0.06%

ノ差 ヲ示 シ(犬 第24號)抵 抗強キ3例 中

2例 ハ0.04%(犬 第16號,第23號)他 ノ

1例 ハ0.02%ノ 差 ヲ示セ リ.鏡 檢的最大

抵抗ハ變化ナシ.抵 抗經過ヲ檢セシ2例

中1例 ハ脾靜脉赤血球 ノ最小及ビ肉眼的
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最大抵抗強クシテ鏡檢的最大抵抗ハ變化ナシ.這 ハ脾靜脉血ニ抵抗強キ赤血球ノ殘存セルヲ思ハシム(犬第

23號).然 ルニ他 ノ1例 ニテハ脾靜脉赤血球ノ最小抵抗ガ輕度ニ弱ク肉眼的最大抵抗ハ稍々弱キヲ示 シ鏡

檢的最大抵抗ハ變化ナシ(犬 第24號).

第15表

第15表
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洗滌血液ニテハ最小抵抗,最 大抵抗共ニ略ボ完全血液ニ於ケル ト同ジ關係ニアルモ0.02%ノ 如 キ僅少 ノ

差異ハ洗滌ニヨリ消失セシモ ノ2例 ヲ見 タリ.然 レドモ抵抗差ノ可ナリアルモノ又ハ著 シキモノニテハ洗

滌血液ニテモ兩者間ニ抵抗差異ヲ認ムルヲ得タリ.

第15表 次 ニ脾動靜脉赤血球間ニ在ル抵抗差 ト

他動靜脉赤血球間ノ抵抗差 トノ關係ヲ見

ルニ脾動靜脉血以外 ノ動靜脉血ノ赤血球

間ニ在ル抵抗差ハ多クハ0.02%又 ハ之無

キモノニテ何 レモ動脉赤血球 ノ抵抗強キ

カ或ハ相等 シキモノナリ(第1表 參照).

然 ルニ脾動靜脉赤血球間ニテハ上述 ノ如

ク多少他動靜脉赤血球間ニ在ル抵抗差ト

ハ其 趣 ヲ異 ニ ス ル ヲ見 タ リ.

次ニ脾靜脉赤血球 ト他靜脉毒血球 トノ

抵抗差ヲ見ルニ前者ニ於テハ後者ヨリ抵

抗強キモノハ0.02乃 至0.04%ニ シテ大

部分 ニ於テ差無シ.中 ニハ0.02乃 至0.04

%ノ 弱 キモノヲモ見 タリ.即 チ之等ノ間

ニハ多數ノ相等シキ場合 ト少數ノ強キモ

ノ ト弱 キ モ ノ トノ3樣 ア リ.

其3　 脾腫患者ニ於ケル觀察

脾剔出ヲ行 ヒシ2例 ノ一般性溶血性黄疸患者ニ就テノ觀察ハ第16表 ノ如 シ.

第16表
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即チ脾動靜脉赤血球間ノ最小抵抗差ハ「チトラート」血液ニテ1例 ハ靜脉赤血球 ノ抵抗0.02%強 ク他 ノ1

例ハ相等シ.洗 滌血液 ニテハ兩者相等シキモ何レモ「チトラート」血液ヨリ0.02%抵 抗 ヲ減弱セリ.最 大抵

抗ハ1例 ハ「チトラート」血液及ビ洗滌血液 ニテモ相等シク他 ノ1例 ハ動脉赤血球ノ方0.04%抵 抗強キヲ見

タリ.

次 ニ脾靜脉赤血球 ト正中靜脉赤血球 トノ抵抗ヲ比較スルニ2例 共脾靜脉赤血球ノ抵抗強シ.即 チ「チト

ラート」血液ニテハ0.06%,洗 滌血液ニテハ0.04乃 至0.06%強 シ.最 大抵抗ハ「 チトラート」,洗 滌兩血液

ニテ0.02乃 至0.04%強 シ.

第3節　 脾 臟 灌 流 液 ノ赤血 球 滲透 性 抵 抗 ニ及 ボ ス影 響

附,脾 動 靜脉 血 漿 置 換 試 驗

第1項　 文 獻 摘 要

藤 本氏 ニヨ レバ,赤 血球 ハ溶 血素 ニテ感作 スル時 ハ其低張 食鹽水 ニ對 スル抵抗 ハ減弱 ス ト言

フ.而 シテ脾臟 ハ融解的作用即 チ溶 血素 ニヨ リ赤血球 ヲ溶解 スル モノナ リト主張 スルモ ノア リ.

脾 臟 ガ斯ル溶血素 ニヨリ赤血 球 ヲ洶 汰 ス トノ説 ハ化學的 ニ脾臟 ヨ リ溶 血素 ヲ摘 出 シ之 ヲ赤血球

ニ作用 セシメテ溶血現象或 ハ抵抗減弱 ヲ來 セシ ト信 ゼ シニ由來 ス.即 チMetschnikoff先 ヅ溶

血素 ヲ發 見 シ, Shibayama亦 之 ヲ確 認 セ リ.其 他Gilbert, Chabrol u. Benard亦 之 ニ賛 ス.

然 ルニNolfハ 多少 ノ不定成績 ヲ出 シKlein, Korschun, Morgenroth, Conradi, Landsteiner

 u. Donath等 ハ之 ニ反 對 セリ. Levaditiハ 用 ヒシ脾臟 ノ新鮮 ナルカ死 亡 セシカニ從 テ相違 ヲ來

スベ シ トシ溶 血性物 質 ヲ二次的 ノ自家融 解ニ ヨル下級 脂肪酸 ニ歸 セリ. Achard, Foix et Salin,

 Widal, Abrami et Brule及 ビIscovesco u. Zacchiri等 ハ眞 ノ溶 血素 ハ脾臟 ヨ リ産出 サ レズ ト

セ リ.近 時Ssacharoff u. Suboffハ 生存脾臟 ノ實驗 ニ於 テ後者 ノ説 ニ賛 セリ. Eddy u. Downs,

稻 松 氏 ニ ヨレバ脾臟 ハ一種 ノ「ホルモ ン」ヲ産 出 シテ赤 血球 ノ抵抗 ヲ調節 ス トシ, Okunewハ 脾

臟ハ赤血球ノ抵抗ヲ強大ナラシムル「ホルモ ン」ヲ産出ス ト言ヘ リ.

第2項　 實 驗 的 研 究

余 ハ剔出生存脾ヲ生理的食鹽水ニテ灌流 シ其液中ニ赤血球滲透性抵抗ヲ左右スル物質或ハ自

家赤血球溶血素ガ存在スルヤニ就キ檢索 セリ.

洗滌赤血球ニ脾灌流液ヲ加ヘ2時 間37℃ ノ孵卵器中ニ置キタル後該赤血球 ノ滲透性抵抗ヲ檢査セリ.對

照ハ洗滌赤血球 ニ生理的食鹽水ヲ加ヘシモノヲ以テセリ.溶 血素 ノ有無ハ普通 ノ法 ニ據 レリ.

血漿置換試驗ハ犬及ビ家兎ヲ用ヒ第2節 第2項 ノ如キ注意ノ下ニ採血セリ.

以 上ノ實驗成績 ハ第17表A, Bニ 示 スガ如 ク灌 流液 ノ自家赤血球抵抗 ニ對 スル影響ハ 一定 セ

ル結果ヲ得 ズ.又 灌流液中ノ自家溶血素ハ常ニ陰性ナリ.血 漿置換試驗ニ於テハ既 ニ末梢動靜

脉血漿置換試驗ニ於 ケル ト殆 ド同一ノ關係 ヲ見タ リ(第1表 參照).即 チ脾靜脉血漿中ニハ特別

ニ自家赤血球 ノ滲透性抵抗ヲ調節スル如 キ物質ヲ證明セズ.故 ニ脾臟 ノ赤血球抵抗ニ對スル影
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響ハ内分泌的物質ニヨルモ

ノニ非ザル可ク又溶血素ア

リテ之 ヲ減弱 セ シムル モノ

ニモ非ザル ガ如 シ.

第17表B.　 血 漿 置 換 試 驗

備考:脾 動靜脉 ノ洗滌赤血球ニ血漿ヲ置換セシモノヲ

(靜 赤)+(動 漿)及 ビ(動赤)+(靜 漿)ト 略記ス

第4節　 脾腫 患者赤血

球滲透性抵抗 竝ニ之

ガ臨牀 的價値 ニ就 テ

第1項　 溶血性黄疸 ニ

於ケル觀察

此項 ニ關 スル泰西及 ビ我

國諸家 ノ成績 ノ一部ハ第18

表 ノ如 シ.此 成績ハ諸家ノ

檢査方法竝 ニ其判定方法一

ナラザル故互ニ比較判斷 ス

ルヲ許サズ ト雖モ一般ニハ

赤血球抵抗ノ減弱ヲ示 スモ

ノ多 シ.然 レドモLommel,

石島氏等ノ如ク健康者 ト變

ル所ナ シトノ報告例 アリ.

第17表A.　 灌 流 液 ノ 影 響

備考:(灌)+(赤)ハ 洗滌赤血球ニ灌流液ヲ作用セシモノヲ意味ス
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抑モ赤血球滲透性抵抵減弱 ガ臨牀 上且又其本態 ノ研究上各學者ノ注目ヲ惹 キシハChauffard,

 Widal氏 等 ガ家族性黄疸(Minkowski)赤 血球 ガ其抵抗ヲ減少セルヲ以テ一特徴 トシ且其原因

ガ本症 ニ異常小赤血球及 ビ網状赤血球 ノ發現 スルニ在 リトセシニ始マル. Eppingerハ 抵抗減

弱 ナ キ溶 面性黄疸 ハ存 セズ ト極言

セ リ.然 レドモ文獻 ノ示 ス所ハ必

ズ シモ然 ラズ.何 等 抵抗 ニ變化無

ク殊 ニ後天性溶 血性 黄疸 ニハ却 テ

是 レノ上昇 ヲ見ル事 ア リ(Parkes-

Weber, Gendre, Brule, Ghauf

fard, Vincent). Widalモ 亦 後天

性 ノモノハ正常値 ヲ示 ス場 合 ア リ

ト言 ヘ リ.先天性 ニ於 テモRosen

feld, Pollack, Chalier, Massaglia,

 Guinon, Risp u. Simon, Mosse

等 ノ報 告 ハ抵抗 減弱 ナキヲ言 ヒ,

 Gilbert,岡 山 氏等 ハ抵抗 上昇 セル

ヲ報告 セ リ. Gansslenハ 溶 血性黄

疸 ニ種 々 ノ不定型 ヲ示 セ リ.氏 ハ

本症 ニテ赤血 球抵抗 ノ減 少 ヲ缺 ク

モノ10%ヲ 擧 ゲタ リ. Gotzky u.

 Isaacハ 溶 血性黄疸 ニテ黄疸 ノ持

續的 ノモノ一時 的 ノモノ,無 之 シ

テ貧血 ト脾腫 ノミアルモ ノニテモ

赤 血球 ノ抵 抗著明 ニ減 少 セル ヲ以

テBanti氏 病Gaucher氏 病 ヨ リ

鑑別 シ得 ト主張 ス. Cockeモ 亦 然

ル ヲ見タ リ.然 ルニLommelハ 全 ク之 ニ反 セリ.近 時Paschkiaハ 脾 腫 ヲ有 スル數例 ノ患者 ニ

於 テ赤 血球抵抗 ノ減弱 セル ヲ見溶 血性黄疸 就中後 天性 ノ判斷 ハ容易 ニ 下シ能 ハズ トセ リ.

第18表　諸 家 ノ 成 績

第2項　 自 家 觀 察 例

余ハ2例 ノ一般性溶血性黄疸(泉,榊 原)及 ビ2例 ノ局所性溶血性黄疸(泉,榊 原)ニ 於ケル赤血球滲透性

抵抗ヲ檢査セリ.即 チ第19表 ノ如ク最小抵抗ハ何 レモ健康者ノ平均値ヨリ抵抗減弱セリ.殊 ニ一般性ノ第

2例 ハ著明ノ抵抗減弱ヲ示セリ.肉 眼的及ビ鏡檢的最大抵抗ハ1例 ノ局所性黄疸(第4例)ヲ 除キ皆可ナ リ

ニ或ハ著明ニ減弱セ リ.抵 抗幅ヲ檢セシ2例 ノ局所性黄疸中1例 ニ極僅微ノ縮少ヲ示シ1例 ニ僅微ノ擴大
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ヲ 示 セ リ.

要之,余 ノ觀察例ニテハ其程度ニ大小ハアレ何 レモ赤血球滲透性抵抗 ハ健康者 ノモノヨリモ

減弱セリ.長 岐氏等ハ溶血性黄疸ニ於テ 「溶血性發作」 アリトシ此發作ニヨリテ該患者 ノ抵抗

ニ著 シキ變動ヲ認 ムト云ヘ リ.然レドモ 余ノ觀察例ニテハ何 レモ之ヲ認 メザ リキ.

第19表　 脾 腫 患 者 赤 血 球 抵 抗

第3項　 Banti氏 病 ニ於 ケル觀察

Banti, Lommelハ 本患者 ノ赤 血球抵抗 ハ低張食鹽水 ニ對 シ正常 ナル ヲ報 ジ橋 本氏 ハ其1例

ニテ最低抵抗 ハ略 ボ正常 ナルニ,最 高抵抗 ハ稍 々上昇 セルヲ以テ抵抗 幅 ハ擴 大 セ リ ト言 ヘ リ.

Gotzky u. Isaac, Cockeモ 亦 本症 ノ赤 血球 抵抗 ハ正常 ト變 ラザル ガ故 ニ溶血性黄疸 トノ鑑 別

ニ資 シ得 トセ リ.宮 本氏 ハ同 年齡健康者 ノ抵抗 ト比 シ最 低抵抗 ハ同 ジキモ最 高抵抗 ハ下降 ス ト

言 ヒ飯塚 氏 ハ最 小抵抗 ハ變 ラズ ト報 ズ.
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第4項　 自 家 觀 察 例

自家觀察6例 ニ於テハ最小抵抗ハ3例 ニ變化ナク他 ノ3例 ハ僅微ニ又ハ可ナリ著シク減弱セリ.肉 眼的

最大抵抗ハ3例 ニ可ナ リ弱ク他 ノ3例 ニハ變化ナシ.鏡 檢的最大抵抗ハ3例 ニ於テ少ク減弱シ他 ノ3例 ハ

殆 ド變化ナシ.抵 抗幅ハ1例 ニ於テ平均健康値ヨリ縮少シ他ハ何 レモ平均値ヨリ擴大ス(第19表).

第5項　 黴毒性脾腫 ニ於 ケル觀察

本症2例 ニ就テノ測定成績ハ第19表 ノ如シ.最 小抵抗ハ1例 ニ變 リナク1例 ニ僅少 ノ減弱ヲボス.肉 眼

的最大抵抗ハ2例 共ニ減弱ス.鏡 檢的最大抵抗ハ1例 ハ不變ニテ1例 ハ少ク減弱ス.抵 抗幅ハ1例 ハ健康

値 ヨリ縮少シ1例 ハ擴大ス.

第6項　 菌性脾腫 ニ於 ケル觀察

本症3名 ニ於 ケル測定成績ハ第19ノ 如 シ.最 小抵抗ハ1例 ニ不變ニテ他 ノ2例 ハ可ナリ著シキ減弱ヲ示

ス.肉 眼前最大抵抗 モ之 ト同 ジキモ1例 ハ增強セリ.鏡 檢的最大抵抗及ビ抵抗幅ハ1例 ニ就テ觀察セシガ

前者ハ不變ニテ後者ハ少ク擴大セリ.

第7項　 其他 ノ脾臟疾患 ニ於 ケル觀察

紫斑病, Baumgarten氏 病,副 脾及ビ肝硬變性脾腫各1例 ニ於ケル觀察ハ第19表 ニ示ス如 シ.最 小抵抗ハ

Baumgarten氏 病 ニ於テ僅少ノ減弱ヲ示 シタルノミニテ他ハ變化ナシ.肉 眼的最大抵抗ハ紫斑病, Baumga

rten氏 病ニテ變化ナク肝硬變性脾腫及ビ副脾ニテ可ナリ著シク減弱シ鏡檢的最大抵抗ハ何 レモ變化ナシ.

抵抗幅ハ肝硬變性脾腫及ビ副脾ニテ變化ナクBaumgarten氏 病 ニテ擴大ス.

第8項　 脾臟疾 患 ニ於 ケル赤 血球 滲透性抵抗 ノ價値 ニ就テ

橋本氏 ハ脾臟 ハ赤 血球抵抗 ニ直接 ニ作用 スル モノニ非 ズ,此 抵抗 減弱 ハ造 血臟 器 ノ異常 ヲ暗

示 スル ニ過 ギズ,故 ニ脾 疾患 ノ試驗 ニ抵抗 ノ變 化ハ價値少 シ トセ リ、溶血性黄疸 ノ赤 血球抵抗

問題ハ種々論議 サレ其診斷的價値モ絶對的ノモノナラザルハ既述 セシ所ナルモ,之 ニ價値 アリ

ト爲 スモノ少 カラズ.例 之, Chauffard. et Troisier(慢 性 溶血性黄疸 ニ罹 レル婦 人 ノ息子 ガ黄

疸ナク シテ脾腫及 ビ貧 血 ヲ有 シ赤 血球 ノ抵抗 減弱 ヲ示 セ シ)Armand-Delille, Feuille. Gotzky

 u. Isaac等 ナ リ.余 ノ測定 セル4例 ノ溶 血性黄疸, 6例 ノBanti氏 病, 2例 ノ黴毒性脾腫, 3例 ノ

菌性脾腫及 ビ紫斑病,肝 硬變性脾腫, Baumgarten氏 病,副 脾 各1例 合 計19例 ノ脾腫患者 ノ實

驗 ニテ溶血性黄疸 ハ例 外ナク抵抗減弱 ヲ示 セ リ.然 ルニBanti氏 病,菌 性脾腫等 ニテモ可 ナ リ

ノ抵抗減弱 ヲ見 タ リ.故 ニ赤血球 滲透性抵抗 ノ減弱 ヲ以 テ直 ニ溶血性黄疸 ナ リト斷 ズルハ早計

ナ リ.又 文獻 ニ據 レバ抵 抗 ノ減弱 ナ シ トテ溶 血性黄疸 ニ非 ズ トモ爲 シ得 ザル ナ リ.要 之,赤 血

球滲透性抵抗減弱ハ溶血性黄疸診斷上絶對的 ノモノニ非ズ,唯 々其一補助法 トナシ得ベシ.他

ノ脾疾患 ニモ可ナリ著 シキ抵抗減弱ヲ來 ス.
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第5節　 脾 剔 出 ノ赤 血 球 滲 透 性 抵 抗 ニ 及 ボ ス影響

第1項　 文 獻 摘 要

Botazziハ 既 ニ1895年 犬 ノ脾 剔出 ガ赤 血球抵抗 ヲ增大 セ シムル ヲ報 告 シ, Domenici亦 同年

之 ヲ家兎 ニ證明 セ リ.然 ルニ1900年Luzzattiハ 犬 ニテ毫 モ抵 抗 上昇 ナ シ トシBrssaud u.

 Bauerハ1907年 家 兎 ニ於 テ一時却 テ抵抗 ノ減弱 ヲ來 スヲ報 ゼ リ. 1911年Chalier et Charlet

ハ犬,家 兎 ニテ或時 日經過後 ニ抵抗增 強 ヲ來 スコ トヨリ溶 血性黄疸 ニ於 ケル脾臟 ノ意義 ヲ説明

セン トセ リ. Pelハ 犬 ニテ抵 抗徐 々ニ增 シ2箇 月後 一定 ノ高度 ニ達 シ更 ニ長 日月持續 スルヲ確

認 セ リ. Pearceモ 亦犬 ニテ抵抗 上昇 ヲ認 メタ リ. Kolmerハ 犬 ニテ「コブラ」毒 ニ對 スル抵抗 増

強 ハ3週 間持續 シ後 次第 ニ下降 シ通常以下 トナルニ低張食鹽水 ニ對 シテハ抵 抗增 強 ノ持 續期間

前者 ヨリ遙 ニ長 シ ト言 ヘ リ.宮 本氏 ハ剔脾,脾 切除家 兎ニテ抵抗 ニ著 シキ變動 ヲ認 メズ剔出後

100日 ニ僅少 ノ抵抗上昇 ヲ來 セ リト言 ヘ リ.最 近Frenckellハ 猫 ニ於 テ脾剔 出 ガ極僅少 ナル而

モ不定 ノ影響 ヲ抵 抗 上昇 ニ及 ボセ シモ肝 靜脉赤血球抵抗 ニハ何等影響 セズ ト報告 セ リ.最 近館

氏 ハ家兎及 ビ犬 ニテ脾 剔出後赤 血球抵抗 ノ上昇 スル ヲ實驗 セ リ.脾 剔出ノ臨牀例 ハ内外共 ニ多

數 ナ リ.從 テ之 ガ赤血球抵抗 ニ及 ボス影響モ亦多ク報 告サ レタ リ.余 ハ我敎 室 ニ於 テ脾 剔出 ヲ

行 ヘル脾腫 患者 ニ就 テ術 後 ノ赤 血球抵抗變動 ヲ檢 査 シ尚ホ亦家 兔及 ビ犬 ノ脾 剔出實驗 ニ於 テモ

之 ヲ檢査 セ リ.

第2項　 實 驗 方 法

脾剔出患者及ビ家兎,犬 等ニ脾剔出ヲ行ヒテ實驗セリ.動 物ハ何レモ少 クトモ數日飼養後豫メ2, 3囘 赤

血球抵抗 ヲ測定セシ後脾臟ヲ剔出セリ.脾 剔出ハ家兎ニテハ無麻醉ニテ犬ニテハ4%鹽 莫液皮下注射後無

菌的ニ施行セリ.對 照動物ハ同一條件ニ於テ開腹術ヲ爲 シ脾臟ヲ創口ヨリ引出セシ後再ビ之ヲ原位ニ復セ

リ.採 血ハ空腹時ニ行ヘリ.

第3項　 家 兎脾剔出實驗

體重2kg以 上 ノ健康家兎6頭 ノ中4頭 ニ脾剔出ヲ行ヒ他ノ2頭 ハ對照 トセ リ.對 照中ノ1頭 ハ上記ノ如

クシ他ノ1頭 ハ何等スル所ナクシテ適當ノ日ニ採血檢査セ リ.第20表 ニ示スガ如ク脾剔出ニヨリ赤血球抵

抗ハ何レモ增強セリ.即 チ「チトラート」血液ニデモ洗滌血液ニテモ均 シク抵抗增強 シ殊ニ最大抵抗就中鏡

檢的最大抵抗ニ於テ然 リトス.最 小抵抗ハ手術後第1日 ニ於テ2例 ニ0.02%ノ 減弱ヲ示 シ他ノ2例 ハ不變

ナ リ.其 後何レモ著變ナシ.肉 眼的最大抵抗ハ手術後3例 ニ於テ第1日 ニ0 .02乃 至0.06%ノ 抵抗增大ヲ來

シ其後モ引續キ增大セリ. 60日 前後ニ於テ略ボ正常ニ復スルカ若クハ輕度 ノ增大 ヲ示ス. 1例 ニ於テハ影

響ナシ(第46號 家兎).次 ニ鏡檢的最大抵抗ハ同ク3例 ニ於テ著シキ增強 ヲ示 シ50日 頃ヨリ次第 ニ正常ニ

近キ60日 頃ヨリ正常ナルカ或ハ僅微 ノ增強ヲ示セ リ.家兎第46號 ハ第7日0.1%ノ增 張ヲ示セシモ夫 レ以

外 ニテハ輕微 ノ增強ヲ示スニ過ギズ.抵 抗幅ハ上記3例 ニテ擴大 シ他 ノ1例 ニハ著變ナシ.脾 剔出後赤血

球抵抗ヲ增強セル3例 ニテハ流血中ニ網状赤血球 ノ著明ナル增加ヲ認メタリ.然 ルニ抵抗增 強ノ著 シカラ

ザル1例 ニテハ該赤血球 ノ增加著シカラズ.
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第20表
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第4項　 犬ノ脾剔出ニ據ル實驗

第21表　 犬 ノ 脾 剔 出 實 驗

體重8kg以 上 ノ健康犬3頭 ニテ脾剔出ヲ爲シ本實驗ヲ行ヘ リ.第21表 ニ示スガ如ク赤面球滲透性抵抗

ハ3例 共ニ增強 セリ.犬 ハ家兎ト異 リ最小,最 大抵抗共ニ手術翌日ヨリ增強シ始ム.即 チ最小抵抗ハ手術
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後第1日 ニ何 レモ0.04乃 至0.08%ノ增 強ヲ示 シ其後更ニ增強シ0.2%ニ 及 ブモノア リ. 60日 後 ニモ尚ホ程

度 ノ差ハアレ何レモ手術前 ヨリ強キ抵抗ヲ示セリ.肉 眼的最大抵抗モ亦手術翌日ヨリ增強シ2週 前後ニ最

モ著明ニテ60日 後ニモ可ナリ著 シキ增強ヲ示セリ.鏡 檢的最大抵抗ハ其增強度最著明ニテ手術後第1日 ニ

0.04乃 至0.06%ノ增 強ヲ示ス.其 後ハ更ニ增強ノ程度 ヲ增シ1乃 至2週 頃最モ著明ニテ0.01%ノ 低張食鹽

水ニ於ケルモノモ肉眼的最大抵抗 ト同程度ナルヲ見ル.尚 ホ60日 後ニモ著明ノ增強 ヲ示スモノアリ.抵 抗

幅ハ手術後1週 以内ニ於テ輕度ノ縮少ヲ示セシモノアルモ大體手術後ハ擴大ヲ來 シ60日 前後ニ正常ニ歸

ル.犬 ニ於テモ抵抗增張ハ流血中ニ網状赤血球出現多キ時ニ一致スルコト家兎 ト同樣ナリ.最 大抵抗就中

鏡檢的最大抵抗 ノ增強ハ略ボ網状赤血球 ノ增加 ト平行ス.又 殘存赤血球ニ就テ超生體染色ヲ行ヒ多數 ノ網

状赤血球及ビ少數ノ有核赤血球, Jolly氏 小體保有赤血球ヲ見 タリ.尚 ホ此關係ハ家兎ノ脾剔出實驗ニ於テ

モ證明シ得 タリ.

第21表

第5項　 臨 牀 的 觀 察

其1.　 溶血性黄疸 ニ就 テ

Kahnハ 家族性溶血性黄疸 ニテハ脾剔出ニヨリ赤血球抵抗上昇シ正常度 ニ近ヅクヲ報ゼ リ.

 Eppingerモ 同樣ナルヲ唱ヘChauffard, Roth, Naegeli, Vogel等 ハ脾剔出ニヨリ臨牀上病状

治癒 ヲ來 スモ赤血球抵抗ハ何等增大 セズ トセリ.石 島氏 モ最近脾剔出ガ著變 ヲ來サデ唯々最大

抵抗 ニ於 テ幾分上昇 シ0.18%ト ナレルヲ報ゼリ.尚 ホ三浦氏ハ先 ニ我敎 室ニ於テ脾剔出後赤血
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球抵抗 ノ正常度ニ近ヅクヲ見 タリ.近 時Rogerハ 脾剔出後例外 ナク抵抗 上昇セルヲ報ゼリ.余

ハ2例 ノ一般性, 2例 ノ局所性溶 血性黄疸 ノ脾剔出後ノ赤 血球抵抗 ノ變化 ヲ檢 セリ.其 成績ハ

第22表 ノ如 シ.

第22表　 溶血性黄疸患者ノ脾剔出後ノ赤血球抵抗

1)　中○貴○　♂　一般性溶血性黄疸

2)　 中○政○　 ♂　一般性溶血性黄疸
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第22表

3)　高○花○　♀　局所性溶血性黄疸

4)　近○釜○郞　♂　局所性溶血性黄疸

即チ一般性溶血性黄疸 ニテハ最小抵抗,肉 眼的最大抵抗 共ニ術後ハ明カニ術前ニ比 シ抵抗増

強ヲ來 セシモ正常値ヲ越 ユル事殆 ドヲシ. 1例 ニテハ術後90日 ニテ既 ニ術前ノ抵抗値 ニ復 セリ.

他 ノ1例 ニテハ術後 ノ經過中ニ「エレク トラルゴール」注射 ヲ行 ヒシ爲 メ多少 ノ動搖ヲ來 セシモ

一時增強セシ抵抗ハ次第 ニ減弱 セルヲ見タリ.鏡 檢的最大抵抗ハ術前 ノ檢査ヲ缺ク故術後ノモ

ノ ト比較 シ得ザルモ健康値 ニ比 シ術後著明 ニ增強セリ.而 シテ這ハ時 日ノ經過ニ從 ヒ次第 ニ減

弱セリ.抵 抗幅 ハ術前ノ測定ヲ缺 キシヲ以テ術後ノモノ ト比較 シ得ズ.要 之,一 般性溶血性黄
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疸 ニ於テハ脾剔拙 ニヨ ル赤血球滲透性抵抗ノ增 強ハ一時的 ニテ時 日ノ經過 ニ從 ヒ再 ビ減溺 シ來

ルモノナリ.

局所性溶血性黄疸 ニ於テハ手術後第1日 又 ハ第2日 ニ於テ既ニ術前 ヨリ抵抗增大ヲ來 シ最小

抵抗,肉 眼的最大抵抗 共ニ其後モ健康値以下 トナルコ トナ シ.其 内1例 ハ1年 後 ニモ健康値ヨ

リ可ナリ抵抗增 大ヲ示 セリ.鏡檢的最大抵抗 モ亦可ナ リ著明ナル增大ヲ來 シ1年 後ニ0.12%ノ

強大ヲ見タリ.抵 抗幅ハ術後增大 ス.

要之,局 所性溶血性黄疸ハ前者 ト異リ脾剔出ニヨリテ減弱セル赤血球抵抗 ハ增大ヲ來 シ而モ

1年 後尚ホ健康値 ヨリ可ナリ抵抗強キヲ見タリ.故 ニ本症 ニ對 スル脾剔出ノ赤血球抵抗 ニ及ボ

ス效果 ハ持 續的 ノモノナル可 シ.

其2.　 Banti氏 病 患者 ニ於 ケル觀察

第23表A.　 Banti氏 病 ニ於 ケル觀察

1)　小○信○郞　 ♂

Jordanハ400例 ノ脾剔出經驗 ヨリBanti氏 病及ビ單純性脾腫 ニ脾剔出ノ效果大ナルヲ提唱

セリ.爾 來外科學者ニヨリ本症 ノ脾剔出例ノ報告相亞デ表ルルニ至 レリ. Eppingerモ 脾剔出

ノ有效ナルヲ論ジタルモ赤血球抵抗ニ言及セズ. Haukeハ3例 ニ於テ何等抵抗 ノ上昇ヲ認 メザ

リシヲ報告 シ佐藤氏ハ2例 ノ本症 ニ脾剔出後ノ赤血球抵抗 ヲ「ハブ」毒ニヨリ檢セリ.宮 本氏ハ

脾剔出後最大抵抗 ハ次第ニ增加 シ健康値 ヨリモ尚ホ增大スト言 ヒ,飮塚 氏ハ最大最小兩抵抗共

ニ增強ス ト言 セ,三 浦氏ハ先ニ我敎室ニテ抵抗 ノ上昇スルヲ報告 セリ.余 ハ我敎 室ニ於テ脾剔

出ヲ行 ヒシ5例 ニ就キ其赤血球抵抗ニ及ボス變化ヲ測定セリ.又 上記三浦氏 ノ報告セル例ヲ術

後2年 ニシテ再檢査 スルヲ得タリ(第23表).即 チ此抵抗 ハ脾剔出後第1日 ヨリ增強ヲ始 メ日
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ト共 ニ增強 シ最小抵抗ハ0.18%ヲ,肉 眼的最大

抵抗 ハ0.2%ヲ 鏡檢的最大抵抗 ハ0.1%以 上ニ

増強セルヲ見タリ.抵 抗幅 ハ術後1例 ヲ除 キ他

ハ何 レモ擴大 セリ.手 術後2年 ヲ經過セル1例

ニ於テハ最小抵抗 ハ0.14%肉 眼的最大抵抗ハ

0.02%增 強セルヲ見タリ(第23表B).

2)　 野○セ○　 ♀

3)　 志○キ○　 ♀

4)　 高○正○　 ♂

5)　 山○て○　 ♀

第23表B.

鹽○　 ♀　Banti氏 病
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要之,脾 剔出後ニ於ケル赤血球抵抗 ハBanti氏 病 ニ於 テハ極 メテ著明ニ增強 スルモノニテ而

モ之ハ持續的 ノモノナル ガ如 シ.

其3.　 其 他 ノ脾腫患者 ニ於ケル觀察

黴毒性脾腫,菌 性脾腫 及 ビ副脾 ノ各1例 ニ就 テ脾剔出後 ノ赤血球 抵抗 ヲ檢査 セ リ.

第24表 ニ示スガ如ク何 レノ脾腫ニテモ赤血球抵抗ノ增大ヲ見 タリ.殊 ニ菌性脾腫ニ其增大著明ニテ最小

最大抵抗共ニ日ニ增強シ肉眼的最大抵抗0.1%ノ モ ノアリ.鏡 檢的最大抵抗モ0.1%以 上ニ增強セリ.抵 抗

幅ハ副脾ニハ縮少セシモ他ハ何 レモ擴大セリ.

第24表

1)　太○豐○　♀　黴毒性脾腫

2)　 五○嵐○代○　 ♂　菌性脾腫

3)　 西○ ト○　 ♀　副脾
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要之,黴 毒性脾腫,菌 性脾腫及 ビ副 脾ニ於テ脾剔 出ハ赤血球 ノ抵抗 ヲ增強 セシム.特 ニ菌性

脾腫ニ著明ナ リ.

第6節　 網状織 内被細胞 系統 ノ填塞試 驗ニ ヨル

赤血球滲透抵 抗 ノ變動 ニ就 テ

第1項　 文 獻 摘 要

網状織内被細胞系統ノ機能 ニ關スル研究 ハ現今實ニ隆盛ヲ究 メ闡明 サレシモノ多 々アリト雖

モ尚ホ研究ス可キ領域ノモノ多々アリ.此 細胞系統ノ造血竝 ニ血球破壞 ノ役目ハ今 日殆 ド疑 フ

ノ餘地 ナ シ,而 シテ此 ニ ツノ轉機 ニ就 テノ研究 ハ從來2方 向 ニ於 テ試 ミラ レタ リ.其 一ハ多ク

ノ網状織内被細胞ヲ有スル脾臟機能ノ實驗的研究 ト他 ハ此細胞系統全般ニ關スル檢索 トナ リ.

後者ハ膠質状金屬ヲ以テ此細胞系ヲ填塞 シ之ニ據 リ起ル變化 ヲ觀察スルナリ.脾 臟 ヲ對照 トス

ル研究者 ノ多クハ脾臟ハ血球淘汰ニ重要ナル地位ヲ占ムルモノニテ赤血球 ハ脾臟中ニテ其抵抗

ヲ減弱 セシメラルルモノト信ゼ リ.尚 ホ脾剔出後ニ於ケル赤血球滲透性抵抗 ノ變動ニ關スル諸

家ノ觀察竝ニ自家實驗ハ既ニ述ベタリ.而 シテ網状織内被細胞系統ノ填塞試驗ハ脾剔出ガ赤血

球抵抗 ニ及ボス影響ハ脾中ニ含有 セラルル網状織内被細胞 ノ除去ニヨル コト大ナラザルヤノ解

決 ニ資スル所大ナルモノ ト言フ可シ.即 チ脾剔出ニヨル結果ハ少ク トモ一部ハ該細胞系統 ノ機

能 ノ非觀血的除外ニヨリテモ呼ビ起サレザルヤノ問題解決ニ資 スルモノト言 フ可 シ.然 ラベ網

状織内被細胞系統ハ填塞ニヨリ悉 ク其機能ヲ除外 シ得ルヤ.

Lepehneハ 多量 ノ「コラルゴール」液靜脉内注入ニヨリ本細胞系 ノ機能障害 ヲ起 シ得 ト言 ヒ

Migai及 ビStrasse兩 氏モ亦之ヲ認メタ リ. Eppingerハ 含糖酸化鐵 ノ靜脉内注入ニヨリ之ヲ

填塞 シ得 ト信ジLubarschハ 唯々部分的障碍 ヲ起ス ト唱ヘSeiffertモ 完全ニハ填塞 シ得ズ,多

樣ナル状態 ヲ現出ス トセリ.其 後幾多ノ追試行ハレ網状織内被細胞ノ機能ヲ悉ク除外スルハ困

難ナルモ之ヲ限局スルハ可能ナ リトサルルニ至 レリ.膠 質状金屬ノ靜脉内注射 ニヨル血液像ノ

變動ニ關 スル諸家ノ見解ハ既ニ第4章 第3節 ニ於テ述ベタ リ.

第2項　 實 驗 的 研 究

最近同僚ノ天野氏ハ家兎ニ就テ1%「 コラルゴール」液靜脉内注射ニヨル網状織内被細胞系統

ノ填塞實驗ヲナシ此細胞系統 ノ機能ハ注射量ノ大小ニ從ニ特種 ノ状態ニ置カルルヲ實驗セリ.

即チ微量注射ニテハ網状織内被細胞ノ機能 ヲ刺戟ス.故 ニ脾臟ニ於ケル組織球細胞ノ新生旺盛

ナ リ.少 量注射 ニテハ此機能ヲ殆 ド填塞 ス.比 較的大量注射ニテハ此機能ハ部分的ニ減弱サル

ト共ニ一方 ニ機能亢進ヲ認ム.又 大量注射 ニテハ此細胞 ノ破壞甚ダシク其機能全然減弱サル ト

言フ.故 ニ余ハ天野氏ニ從ヒ1%「 コラルゴール」液 ノ種 々ナル量ヲ家兎ノ靜脉内ニ注射 シ其後

ノ赤血球滲透性抵抗ノ變動ヲ檢 シ第11表 ノ如キ成績 ヲ得タリ.而 シテ各例 ニ就テノ詳説 ハ第4

章第3節 ニ既述 セシ如 シ.今 之ヲ概説 スレバ次 ノ如 シ.即 チ「コラルゴール」液ノ靜脉内注射ニ
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ヨリテノ赤血球滲透性抵抗 ノ變化ハ微量注射例ニ最小抵抗輕度ニ增強 シ最大抵抗 ニ變化殆 ド無

キヲ除 キ他 ノ注射 例ハ何 レモ最小抵抗減弱 シ最大抵抗 ハ增強セリ,鏡 檢的最大抵抗 ノ增強特 ニ

著明ナ リ.就 中,大 量注射例ニ於テハ最大抵抗 ノ增強最 モ著 シク最小抵抗 ノ減弱モ亦最モ大ナ

リ.而 シテ最大抵抗 ノ增強ハ流血中ニ網状赤血球,多 染性赤血球,有 核赤血球等幼若赤血球ノ

出現增加著明 ナル程大ナ リ.而 シテ殘存赤血球 ノ多クガ網状赤血球 ニシテ少數ノ有核赤血球及

ビJolly氏 小體保有赤血球 ヲ見タルハ家兎及 ビ犬ノ脾剔出實驗ニ於ケル ト同樣ナリ.

第7節　 第5章 ニ於 ケル實驗 成績概括 竝ニ考 案

第5章 ノ實驗竝ニ觀察 ヲ概括スレバ次 ノ如 シ.即 チ脾動靜脉赤血球滲透 性抵抗 ノ差異ハ家兎

ニテハ3例 中2例 ニ動脉血ノ抵抗強キヲ見タリ.併 シ此強度ハ股動靜脉間ニ存スル抵抗差異 ト

殆 ド變ル所ナシ.又 脾靜脉 ト他靜脉 トノ赤血球抵抗 差ハ家兎ニテハ何等認ムル所 ナシ. 1例 ニ

テハ門脉血,腎 静脉血,肝 靜脉血ノ抵抗却テ少 シク減弱 セルヲ見タリ.時 間的相異ニ關 シテモ

脾靜脉赤血球ニ殊更ニ抵抗 減弱ヲ見ズ.肝 靜脉赤血球 ニ於テ却テ抵抗弱キヲ示 セシモノアリ.

犬ニテハ脾動靜脉赤血球抵抗差異ハ最小抵抗ニ於テ13例 中過半數ニ脾靜脉赤血球 ノ抵抗弱ク

4例 ニ却テ抵抗強キヲ見タリ.肉 眼的最大抵抗 ハ檢査 セル4例 中1例 ハ脾靜脉血弱ク0.06%ノ

差 ヲ示 シ他 ノ3例 ハ何 レモ張 シ.此3例 中1例 ハ0.02%他 ノ2例 ハ0.04%ノ 差ヲ示 セリ.鏡檢

的最大抵抗 ハ變化ナシ.脾 動靜脉赤血球間ニ在ル抵抗差 ト他 ノ動靜脉赤血球間ニ存 スル抵抗差

トハ如何ナル關係ニ在ルヤ ト言フニ,他 動靜脉赤血球間ニ於テハ兩者常ニ相等 シキカ或ハ動脉

赤血球ニ強キモノナルガ脾動靜脉血 ニ於テハ上述ノ如キ關係ニ在 リ.脾 靜脉 ト他靜脉 トノ赤血

球抵抗差異ハ脾靜脉赤血球 ノ方抵抗強キモノ少數 ト弱キモノ少數 ト相等 シキモノ多數 トノ三樣

アルヲ知 レリ.故 ニ脾動靜脉血間ノ抵抗差異ハ他動靜脉血間ノ抵抗差異 トハ同一理由ヲ以テ説

明ス可キモノニ非ズシテ前者ハ脾臟ノ赤血球 ニ及ボス特殊作用 ヲ考慮 ス可キモノ ト信ズ.

溶血性黄疸患者ノ脾動靜脉赤血球間ノ抵抗差異ハ1例 ニ於テ最小抵抗 ガ脾靜脉赤血球 ニ0.02

%強 ク最大抵抗 ハ相等 シキニ拘 ラズ他ノ1例 ニテハ最小抵抗兩者間ニ差ナク最大抵抗 ガ脾靜脉

赤血球ニ0.04%弱 キヲ見タ リ.而 シテ脾靜脉赤血球ハ兩例 トモ正中靜脉赤血球 ヨリ可ナリ強キ

抵抗 ヲ示セリ.

剔出生存脾 ノ灌流液内ニハ自家赤血球 ノ抵抗 ヲ減弱セシムルガ如キ物質及 ビ自家血球溶血素

ヲモ證明セズ.脾 動靜脉血漿置換試驗ニ於テ脾靜脉血漿巾ニハ自家赤血球 ノ抵抗 ヲ調節 シ或 ハ

之ヲ蕕血 スル如キ物質 ノ存在セザルヲ知 レリ.溶 血性黄疸患者ノ赤血球滲透性抵抗 ハ例外ナク

減弱 セルモBanti氏 病,菌 性脾腫 ニ於テモ亦著明ナル抵抗減弱ヲ示セリ.故 ニ赤 血球滲透性抵

抗 ノ減弱ハ溶血性黄疸 ノ特徴 ニアラズ.從 テ其診斷的價殖亦絶對ニアラズ.

健常動物 ノ脾剔出ハ皆赤血球抵抗 ノ增強ヲ來 セリ.殊 ニ犬 ニテ著明 ナ リ.此 抵抗增大ハ最大

抵抗就中鏡檢的最大抵抗 ニ於テ著明時ニハ0.1%以 上ヲ示 セル事ア リ.家 兎ニテハ其程度 ハ比
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較的弱 シ.家 兎及 ビ犬 ニ於テハ赤血球ノ最大抵抗 ノ強キ時ハ常ニ流血中ニ多數ノ網状赤血球ノ

増加ヲ見タリ.一 般性溶血性黄疸ヲ除ク總テノ脾剔出患者ノ赤血球抵抗ハ術後增 強ス. Banti

氏病,菌 性脾腫 ニ於テ特ニ著明ナ リ.時 ニ0.1%以 上ニ及 ブ事 アリ.尚 ホ又脾出後2年 ヲ經過

セルBanti氏 病患者 ノ赤血球抵抗 ハ最小最大何 レモ持續的ニ其抵抗增 強セリ.溶 血性黄疸中

一般性溶血性黄疸ニテハ脾剔出後赤血球抵抗 ハ一時增 強スルモ時日ノ經過ニ從 ヒ次第ニ減弱 セ

リ.其 最小抵抗ハ術後一過性 ニ增強ス トモ尚ホ正常値ヲ越 エズ.而 シテ局所性 ニテハ前者 ト異

リ術後持續的ニ抵抗增 強ヲ招來ス.故 ニ一般性溶血性黄疸 ニテハ脾剔出後他ノ臨牀上ノ症状ハ

時 ニ輕快スル事 アルモ赤血球抵抗ハ改善サ レザルナ リ.余 ハ「コラルゴール」ニ據 ル網状織内被

細胞系統ノ填塞實驗ノ成績 ヲ斟酌 シ一般性溶血性黄疸時ニハ赤血球ノ滲透性抵抗ニ對 シ脾臟モ

關係スルナランモ主 トシテ他 ノ網状織内被細胞系統之ニ關與スルモノニテ局所性溶血性黄疸ニ

テハ主 トシテ脾臟 之 ニ關與 スルニ由ル モノナ ラズヤ ト思推 ス.

「コラルゴール」ニヨリ網状織内被細胞系 ヲ填塞スル時ハ脾剔出ヲ爲 セシ場合 ト異 リ最小抵抗

ニ於テ減弱ヲ見ル.然 ルニ微量ノ「コラルゴール」注射時ニ最大抵抗 ハ著變ナキニ最小抵抗 ノ増

強ヲ來 スハ脾内網状織内被細胞ニヨリテ流血中ノ比較的抵抗弱キ赤血球ガ貪喰 シ盡サレシニ由

ルカ.由 是觀之,網 状織内被細胞 ハ赤血球ノ貪喰ヲ營ムモノニテ最小抵抗 ノ減弱ヲ来 スハ該細

胞 ノ機能 ガ障害 サ レタル ニヨルモノナラ ンカ.余 ハ以 上 ノ實驗 成績 ヨ リ脾臟 ガ赤血球 ノ淘汰即

チ破壞貪喰ヲナスハ其内ニアル網状織内被細胞ノ作用ニ由ルモノニテ脾 ハ赤血球ノ滲透 性抵抗

ヲ減弱セシムル作用ヲモ有 スト信ズ.而 シテ之等作用ハ脾臟 ガ「ホルモン」又ハ溶血素ヲ有 スル

ニ由ルニ非ザルヲ證明 シ得タ リト信ズ.

第6章　 脾剔 出後 ノ赤 血球滲 透性抵 抗上昇 ノ原 因 ニ就 テ

第1節

第1項　緖 言

脾剔出後ニ赤血球滲透性抵抗 ノ增強 スルハ現今殆 ド認 メラレシ事柄ナ リ.余 モ亦臨牀竝ニ實

驗的研究ニ於テ之ヲ證明シ得タリ.然 ルニ,此 抵抗增大ノ原因ニ關 シテハ今日尚ホ定説ナシ.

Hirschfeld一 派ハ脾臟ヲ剔出スレバ骨髓 ノ造血作用 ニ對スル抑制除去サルルガ爲 メ造血機能促

進サ レ爲 メニ流血中ニ幼若赤血球增加 シ抵抗增強ヲ來 ス トセリ. Kingハ 脾臟ハ血液中ノ不飽

和脂肪酸含有量 ノ增減 ヲ支配 スルモノナ リトセリ.從 テ民ハ脾剔出後溶 血性作用 ヲ有 スル不飽

和脂肪酸 ガ減少 シ全脂肪及 ビ「コレステ リン」ガ增量 スルニ ヨリ溶血 ヲ防止 ス トセリ. Kppinger

一派ハ脾臟 ハ骨髓 ノ造血機能ニ對 シ促進作用ヲ有ス ト爲 ス.脾 臟 ト血淸 或ハ血液類脂肪 トノ關

係 ニ就 テハ脾剔 出後 ニ增量 セズ ト稱 フルモノア リ. Pearceハ 動 物 ニ於 テ脾剔 出 ニヨル類脂肪 ノ

増量 ヲ確證 セズ ト稱 セ リ.我敎 室 ノ得能,糟 谷2氏 ハ脾 剔出患者 ニ於 テハ一般 ニ 「コレステ リ

ン」量 ヲ增加 スル モノナルヲ證明 セ リ.尚 ホ同氏等 ハ犬 ニ於 テ脾剔 出後血淸 「コ レステ リン」量
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ノ增 加 ヲ證明 スル モ家兎 ニテハ一般 ニ不定 ナ リ トセ リ.余 モ亦家兎竝 ニ犬 ノ脾剔 出實驗 ニ於 テ

略 ボ同氏 等 ト同成績 ヲ得 タ リ.余 ハ此脾剔出後 ニ見 ル血淸 「コ レステ リン」量 ノ增 加 ト赤 血球 滲

透 性抵 抗 トノ關 係 ヲ觀察 セ リ.余 ハ既 ニ臨牀竝 ニ動 物實驗 ニ於 テ幼若赤血球 ハ老舊赤血球 ヨ リ

滲透性抵抗強 キコ トヲ證明 シ得 タ リ.

仍 テ脾剔出後 ノ赤 血球抵抗增 大 モ亦幼若赤血球 ニ關係 ナキカヲ知 ラン トセ リ.此 目的 ノ爲 メ

ニ先 ヅ脾臟 ト骨髓 トノ關係 ヲ檢 セ リ.尚 ホ最 近我敎 室 ニテ脾剔出 ヲ施 行 セ シ1患 者 ニ就 テ精 細

ニ流 血中ノ網状赤 血球 ト赤血球滲透性抵抗 トノ關係 ヲ檢査 シ得 タ リ.

第2項　 實 驗 方 法

實驗動物ハ既ニ第5章 第5節 第3及 ビ第4項 ニ述ベタルモノヲ使用セリ.脾 剔出方法ハ從テ同章同節第

2項 ニ述ベシ如シ.是 等脾剔出動物ニ就テ一方ニ赤血球滲透性抵抗ヲ檢シ他方ニ血液像殊 ニ幼若赤血球 ノ

増減ヲ觀察セリ.血淸 類脂肪測定ニハAutenrieth-Funk氏 法 ヲ採用セリ.

第2節　 脾 臟 ト骨 髄 トノ關 係

第1項　 文 獻 摘 要

脾 臟ハ胎 生期 ニ重要 ナル造 血器タ リシ關 係 ヒ胎 生後 モ造 血 ト甚 ダ密接 ナル關係 ヲ有 ス.從 來

脾臟 ト骨髓 トノ關係ハ相反 スル2説 對立 シ永 ク論爭 サ レタ リ. Hirschfeld-派 ハ 脾臟 ハ骨髓 ノ

造 血機能 ヲ抑制調節 ス ト唱 ヘ, Eppinger-派ハ却 テ脾臟 ハ骨髓 ノ造 血機能 ヲ促進 ス ト主張 ス.

 Hirschfeld, Lethaus, Weinert, Klemperer等 ハ健康或 ハ病 的脾剔 出患者 ガ後年赤血球增 多症

ニ陷 リシヲ經驗 シテ這 ハ骨髓抑制 作用 ノ缺落 ニ據 ル トセ リ. Weinertハ 脾 剔出後屡 々Jolly氏

小體保有赤 血球 ノ出現 ヲ見ル ニヨ リ之 ヲ賛 セ リ.最 近蓮池氏 ハ海〓,家 兎等 ノ脾剔 出實驗 ニ於

テ流血中ニ多數網状赤 血球 ノ出現 スル事 ヨ リ脾臟 ノ骨髓抑 制説 ニ賛 セ リ. BollafiハBanti氏

病 ノ血球 減少 ハ脾臟 ノ骨髓抑制作用 ノ昂進 ニ因ル トセ リ.尚 ホ此抑制説 ニ賛 スルハAsher及 ビ

其門下Sollberger, Vogel, Dubois,中 尾 氏等 ナ リ.最 近Roeseモ 亦此 抑制説 ニ同意 セ リ.

 Eppingerハ 脾 剔 出 前後 ノ血 液 像 ヲ比 較 檢 査 シテ脾 臟 ハ骨髓 ノ造 血機能 ヲ促進 ス ト爲 セ リ.

 Pearce, Krumbhaar, Musser及 ビAnstin等 之 ニ賛成 セ リ. Leakeモ 亦脾臟 ハ赤 血球 ヲ破壞

シ且 一種 ノ「ホルモ ン」ヲ産 シテ造 血機能 ヲ促進 スル モノナラ ン トセ リ.

第2項　 骨髓機能判定方法

余 ハ脾 臟 ト骨髓 トノ關係 ニ何 故相反 スル2説 ヲ生ゼ シヤ ヲ考慮 シ這 ハ骨髓 ノ造血 機能 ヲ判定

スル ニ執 リシ方法若 クハ目標 如何 ガ主要 ナル相 違點 ナラザ リシヤ ヲ考 察 セ リ.仍 テ余 ハ從來此

機能 ノ判定 ニ用 ヒラレシ方法中果 シテ何 レヲ以 テ良 シ トスル ヤヲ考察 セ リ.此 判定 方法 ハ凡 ソ

次 ノ如 シ. 1.末 梢 流血中 ノ赤 血球 數及 ビ血 色素量測定2.流 血中 ノ幼 若赤 血球 檢査a)有 核赤

血球b)多 染 性赤 血球c) Jolly氏 小體保有赤 血球d)網 状赤血球3.末 梢血液 ノ赤血球 酸素消

費量測定4.骨 髓造血組織ノ組織學的檢査.
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1.　赤血球數算定及ビ血色素量測定ハ骨髓造血機能判定上ニ必要ナルハ明カナリ.併 シ此兩者ハ種々ノ影

響ニヨリ變動シ易キノミナラズ且日常ノ動搖モ可 ナリ著 シキモノナ リ.故 ニ骨髓 ノ造血機能判定ニ際 シ常

ニ之ヲ顧慮セザル可ラズ.從 テ極微細ノ變動 ヲ檢スルニハ不適當ナリ.故 ニ之ヲ用ヒテ直ニ骨髓機能ヲ判

斷 シ得ズ.唯 々他方法 ノ參考トナシ得ルノミ.

2.　一般ニ幼若赤血球 ノ流血中ニ多數出現增加スルハ骨髓赤血球造成能力ヲ示ス最モ良徴 ト認 メラル.

a)　有核赤血球ハ一般ニ骨髓ノ造血機能ノ亢進時ニ末梢血液中ニ增加ヲ來スコト多 シ.併 シ一定度以上ノ

骨髓赤血球新生機能亢進時ニ非ザレバ流血中ニ出現スルニ至ラズ.他 ノ幼若型ニ比 シヨリ遅ク現 レヨリ速

ニ消失スルコト諸家ノ意見一致セル如 シ. Waltzニ ヨレバ本赤血球出現ハ骨髄 ノ造血機能亢進ニ關セズ赤

血球成熟現象遅延 ト之等赤血球早期逸出ニヨルモノナリト言フ.永 野氏ハ網状織内被細胞組織ノ機能障害

ノ結果表ハルルモノニテ骨髓機能ノ亢進ヲ示 スモノナラズ トセ リ.

b)　多染性赤血球ハ骨髓 ノ赤血球生成能力ノ極輕度 ノ亢進時ニモ流血中ニ增加ス.故 ニ骨髓機能判定上良

目標タル如キモWaltzハ 本赤血球ノ出現ハ骨髓機能亢進ニハ關係ナシト言ヘリ.且 本赤血球ハ染色上ノ程

度 ノ差異ヲ云々スルモノ故技術上ノ誤差モ免レズ.從 テ本赤血球ヲ他赤血球 ヨリ歴然 ト區別スルニ若ムコ

トアルノミナラズ毎囘染色ヲ同一ニ爲 シ得ザル爲 メ或程度以上ノ增加ニ非ザ レバ確實 ノ判斷ヲ爲スニ難シ.

殊 ニ動物ニテハ正常時ニ既ニ多少ノ本赤血球 ヲ有スル故ニ一層本赤血球ノ增加判定ニ困難ヲ覺エ,且 數量

的ニ算定シ難キ點 ニ於テ甚ダ漠然 タルノ憾ア リ.

c)　Jolly氏 小體保有赤血球ハHirschfeld等 ニヨリ特ニ高唱セラレシ所ナリ.併 シ本赤血球ハ毎常必ズ出

現 ス ルモ ノニ非 ズ.且 多 數 ニハ 必 ズ シ モ常 ニ出 現 セ ズ.本 赤 血球 ヲ見 出 ス ニ困 難 ニ シテ一 般 的 ニハ 左程 重

要視 サ レズ.

d)　網 状赤 血球 ハ 骨 髓 内 ニ多 數 ニ見 ラ ル. Harrop, Robertson, Roessing, Naegeli,尼 子, Seyfarth,蓮 池 氏

等ノ言ヘル如ク幼若赤血球ナルハ諸家ニヨリ認メラレタル事ナリ.本 赤血球ハ骨髄 ノ反應性機能亢進時ニ

ハ流血中ニ著明ニ增加スルハ從來諸家 ノ説殆 ド一致ス.余 ノ動物實験ニ於テモ骨髓 ノ造赤血球機能亢進時

ニハヨリ早期ニ且ヨリ著明テ流血中ニ增加スルヲ見タ リ.臨 牀觀察例ニテモ同事實ヲ確 メ得 タリ.近 時

Seyfarth, Istomanowa,蓮 池氏等ノ實驗的研究ハ益 々本赤血球ノ骨髓機能判定上ニ於ケル價値ヲ高カラシメ

タリ.仍 テ余モ亦Seyfarth, Naegeli,蓮 池氏等 ノ如ク本赤血球ヲ使用スルハ骨髄造赤血球機能亢進 ヲ極微

細ナル變動迄窺知シ得ル確實ナル方法 ト感ズ.而 モ本赤血球ハ染色判然且容易ニ他赤血球 ト區別 シ得.又

容易ニ數量的ニ算定シ得ル爲メ確實ナル增減ヲ知 リ得ル等ノ點 ニ於テ他ノ幼若型ノ算定ヨリハ 遙ニ卓越ノ

地歩ヲ占ム.

3.　赤血球酸素消費量ヲ以テスル方法ハMorawitz u. Itamiニ ヨ リ應用サレ幼若赤血球數 ト略ボ平行シテ

増減スルヲ以テ間接ニ赤血球生成能力 ノ程度ヲト知スル良法 トサル,尼 子氏ニヨレバ一般 ニ網状赤血球多

數時 ニ酸素消費量增加スト言 フ. Deneckeハ 酸素消費量ハ網状赤血球 ノミ多キ血液 ヨリモ多染性赤血球多

キ血液ニ多 シト言ヘリ.尚 ホ酸素消費量ハ貧血ノ度,疾 病 ノ性質ニモ關スル如 シト言ハル.故 ニ此法ハ前

者程優レル法 ト言ヘズ.

4.　骨髓 ノ造血組織ヲ組織學的ニ檢スルハ絶對的ナリト言フ可シ.併 シ極微ノ反應状態ヲモ本法ニヨリ比

較判定シ得ル良法アリトハ令日迄余ノ寡聞之ヲ聞カズ.本 法ハ同一骨髄 ニテ前後 ヲ比較 シ得ザル缺點ア リ.
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從テ部位ヲ異ニセル骨髓 ト比較スル事トナリ其間多少ノ差異アルヲ免 レズ.此 點ニ於テ本法モ亦絶對的ナ

ラズ.又 連日頻囘檢 シ得ザルノミナラズ手術其モノノ影響ヲモ顧ル要アリ.故 ニ本法モ亦極良法 タリト言

ヘズ.

由 是觀之,流 血中 ノ網状赤血球數 ヲ算定 スル方法 ハ最 簡 且數 量的 ニ表 シ得 ル ニヨ リ極 正確 ナ

ル方法 ト言フ可シ.即 チ本法ヲ似 テセバ骨髓 ノ造赤血球機能判定ハ最 モ早期 ニ且最モ著明ニ極

微細ノ變動ヲモ知ルヲ得ベシ.仍 テ余ハ脾剔出前後竝ニ其他 ノ實驗觀察 時ニ於テ骨髓機能判定

方法 トシテ流血 中 ノ網状赤血球數 ヲ以 テノ方法 ヲ選 ベ リ.勿 論赤血球 數,血 色素 量ノ測 定,他

ノ幼若赤血球等 ヲモ檢 シテ判 定上 ノ補助 ト爲 セ リ.

第3項　 脾剔出後 ノ血液像

其1.　 文 獻 摘 要

脾剔出後 ノ血液像 ノ報告ハ今 日無數 ニ シテ枚擧 ニ遑 アラズ.今 余 ノ渉獵 セシモノヲ概略抄録

ス レバ次 ノ如 シ.

赤 血球數及ビ血色素量ニ於ケルモノハHirschfeld, Weinert u. Klemperer, Huber,中 村氏等ハ惡性貧血

又 ハBanti氏 病 ノ如 キ肥 大脾 ヲ有 ス ル場 合 ニハ脾 剔 出 後 屡 々劇增 ス ト言 ヒ, Asher u. Sollberger, Roughton, 

Kuttner, Gabbi等 ハ動 物 ニテ 之 ヲ認 メ タ リ. Pearce及 ビ其學 派, Picard et Malassez, Gibson, Grigorescu,

 Lautenbach等 ハ犬 ニテ. Tauberハ 犬 及 ビ海〓 ニテ, Zessas, Vulpiusハ 家 兎 ニテ, Wolferthハ 臼 鼠, Warthin

ハ 山 羊 及 ビ羊 ニ於 テ 減 少 ス ト シ, Wingradow, Freytag,濱 口氏 等 ハ 一時增 加 後 減 少 ス ト言 ヘ リ. Meyer, Mc. 

Cay, Fowler,大塚 氏等 ハ 人 ニテ 減 少 ス トセ リ. Ponchet, Paton, Galland and Fowler, Kreuter,中 村,高

木 及 ビ相 原 氏等 ハ見 ル可 キ變 化 ナ シ ト言 ヘ リ.有 核 赤 血 球 出 現 ニ就 テ ハHirschfeld, Klemperer, Weinert,

 Huber等 ハ惡 性 貧 血 及 ビBanti氏 病 等 肥 大 脾 ノ剔 出 ノ際 ハ著 シク增 加 シ健 脾 剔 出 時 ニ モ常 ニ出 現 ス ト言 ヘ

リ.高 階 及 ビ高木 兩 氏 ハ初 生 兒 ニ於 ケル實 驗 ニ テ多 數 ノ出 現 ヲ認 メ,前 田 及 ビWaltzハ 白 鼠,濱 口氏 ハ 犬

ニテ 同 樣 ノ事 實 ヲ報 ジ, Pearceハ 毎常 必 發 ナ ラズ トセ リ. Bittnerハ 本 赤 血球 ノ出 現 ヲ否定 シ,永 野 氏 モ

家 兎 實 驗 ニテ增 加 セ ズ ト言 ヘ リ. Jolly氏 小體 ニ就 テハHirschfeld u. Weinert等 ハ 脾 剔 出 後 必 ズ 多 少證 明

スト言ヘリ. Waltz,前 田,濱 口氏等ハ多數出現ヲ認メ,永 野氏ハ實驗動物ノ大多數ニ於テ然 ラズ ト言 ヘリ.

最近蓮池氏ハ家兎,海 〓及ビ大鼠 ノ實驗ニテ.家 兎ニハ僅少,海 〓ニハ稍々著明,大 鼠 ニテハ最顯著ニ網

状赤血球ガ流血中ニ增加スルヲ認メタリ.尚 ホ氏ハ脾剔出後短時日内ハ多染性赤血球ハ網状赤血球ニ略ボ

平行シテ增減スルモ有核赤血球ノ增加ハ稀ニテ多クハ之ヲ見ズト言ヘリ.

赤血球數ハ必ズシモ增減何 レヲ言ヒ得ズシテ,假 令,減 少ストモ極輕度ノコト多シト言ヘリ.氏 ハ其實

驗成績ヨリ正常脾臟ハ骨髓 ノ赤血球新生機能ヲ抑制調節スル作用ヲ有ス トセ リ.氏 ニ後 レテRoese, Mole等

モ脾剔出後流血中ニ網状赤血球著明ニ增加スルヲ認メタリ.白 血球像 ニ於ケル變動ハ余 ノ實驗ニ不必要故

ニ論及セズ.

其2.　 自 家 實 驗 例

脾腫患者 ノ脾剔出前後ノ血液像ハ我敎室ノ布目,山 本兩氏之ヲ檢セリ.余 ハ同氏等ノ寛容ニ

ヨリ氏等ノ檢査成績ノ一部 ト余 ノ成績 トヲ對照 シ考 フルヲ得タ リ.余 ハ家兎及 ビ犬 ノ脾剔出後
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ノ血液像殊ニ赤血球ニ於ケル變動ヲ檢 セリ.流 血中ノ幼若赤血球ハ前第2項 ノ理由ニヨリ流血

中ノ網状赤血球 ノ增減 ヲ主 トシテ測定セリ.尚 ホ他ノ幼若赤血球 ノ出現ヲモ見タリ.更 ニ最近

我敎室 ニテ脾剔出ノ行 ハレシ1患 者ニテ網状赤球球ノ增減 ヲ仔細ニ檢査 シ得タリ.今 之等 ノ檢

査 ヲ總括的 ニ述 ブレバ次 ノ如 シ(第20表 及 ビ第21表).

網状赤血球ハ脾剔出後流血中ニ著シク增加 ス.家 兎ニテハ4頭 中3頭 ニ稍 々著明ニ出現增 加

シ,他 ノ1頭 ハ出現增加著明ナラズ.有 核赤 血球,多 染性赤血球 ハ檢査セル4例 共ニ出現 シ,

 Jolly氏 小體保有赤血球モ亦然 リ.赤 血球數 ハ何 レモ脾剔出後減 ゼズ,却 テ增加ノ傾向ヲ有 ス.

血色素量モ略ボ赤血球數ノ變動ニ準ズ.

對照家兎ニハ變化ナシ.

犬 ニテハ脾剔出3頭 何 レモ網状赤血球出現ノ增加甚 ダ著明ニテ19.5%(約 術前ノ10倍)ノ 多

キニ及ベルモノアリ.多 染性赤血球,有 核赤血球ハ出現增加 シ, Jolly氏 小體保有赤血球出現

ス.赤 血球數ハ增加 ノ傾向アリ.

 1頭 ハ稍々著 シク之 ヲ示 ス.血

色素量ノ變化 ハ略ボ赤血球數ノ

變化 ニ平行ス.脾 剔出ノ1患 者

ニテハ第25表 ニ示スガ如ク術

後赤血球數ハ次第 ニ增加 シ1箇

月前後 ニ殆 ド正常數ヲ示ス.血

色素量ハ動物 ニ於 ケル場合 ト異

リ其恢復ハ赤血球數 ノ恢復 ニ比

シ遙ニ遅 レ術後40日 以上ニテ

モ尚ホ可ナリ低價 ナリ.然 レド

モ脾剔出後次第ニ增加シ來ルハ

事實ナ リ.網 状赤血球 ハ術後著

明ニ出現增加スルハ表ニヨリ明

カナリ.

第25表　 脾剔出患者ノ網状赤血球數 ト

赤血球滲透性抵抗

第4項　 考 案

上述 セル如ク余ハ動物 實驗及 ビ脾剔出1患 者ニ於テ脾剔出後直ニ流血中ニ網状赤血球 ノ多數

出現 スルヲ見タリ.他 ノ幼若赤血球モ亦出現增加ス.赤 血球數ハ何 レモ增加 ノ傾向ヲ示 シ血色

素量モ亦略ボ赤血球數ノ變動 ニ從 フハ上述 セル如 シ.

有核赤血球,多 染性赤 血球及 ビJolly氏 小體保有赤血球ノ出現增加ニ就テハNaegeli, Hi

rschfeld等 ハ之ヲ以テ直ニ骨髓機能亢進ヲ表ス トシ, Waltzハ 單ニ赤 血球成熟現象ノ遅延及 ビ

之等赤血球 ノ早期逸出ニ外ナラズ トセリ.故 ニ之等赤血球ノ出現增加ヲ以テ直ニ骨髓機能亢進
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セリトスルハ旱計 ノ難 ヲ免レズ.然 ルニ網状赤 血球 ノ出現增 加ハ骨髓ノ造赤血球生成能力亢進

時 ニ見ル コ トハ諸 家 ノ説殆 ド一致 ス. Naegeli, Seyfarth等 ハ網状赤血球出現增 加 ハ骨髓 ノ造

赤血球機能亢進ヲ最モ早期 ニ且最モ確實ニ而モ最 モ纎細ニ示ス徴候ナルヲ高唱ス.故 ニ余ハ脾

剔出後 ニ表 レシ赤血球像 ノ變化就中網状赤血球 ノ出現增加ハ骨髓 ノ造赤血球機能ノ亢進ニ因ル

モノ ト信ズ.換 言スレバ脾臟ハ骨髓 ノ造赤血球機能 ニ抑制調節作用ヲ有スルモノニシテ脾剔出

後該抑制作用除去セラレ爲 メニ骨髓ノ造赤血球機能ハ反應的ニ亢進 セシモノ ト信ズ.即 チ之ニ

ヨリ赤血球數增加 ノ傾向 ト網状赤血球 ノ著明ノ增加及 ビ他ノ幼若赤血球ノ出現增加ヲ來セシモ

ノナ リト信ズ.

第3節　 赤血球抵抗 ト貧血 トノ關係

Pearceハ諸 種貧血時ニ屡 々赤血球抵抗ノ增大ヲ認ムルヲ以 テ剔脾動物ノ赤血球抵抗 上昇モ

亦脾剔出ニ續發スル貧血ニ關係ス ト思惟 セリ.然 ルニ余ノ觀察竝ニ實驗ニ於テハ貧血無ク却テ

赤血球數ハ增加ノ傾向ヲ示ス.且 貧血ハ必ズシモ常ニ赤血球抵抗 ヲ增大 セシメザルハ余 ノ家兎

瀉血實驗及ビ臨牀例 ニ於テ明カナ リ.仍 テ脾剔出後 ノ赤血球抵抗增大ハ貧血 ニ因ラズ.

第4節　 發熱 ト赤血球抵抗 トノ關係

Cohnreichハ 急性熱性傳染病ニテ熱發期ニハ定型性 ニ赤血球滲透性抵抗 上昇スルモ熱 ト抵抗

ノ相平行スルヤ否 ヤハ疑問ナリト言ヘ リ. Sandaya及 ビHirakuハ 急性肺炎 ニ於テ有熱時ニ抵

抗增進 シ,熱 分利後ハ平常ニ戻ル トシJakuschewsky, Ribierre, Buffa, Janowsky等 モ亦有

熱時抵抗增大スルヲ言 ヘリ.甲 斐氏ハ黄疸出血性「スピロヘータ」病患者ニテ發熱期ニ最小,最

大抵抗共ニ一般ニ少 ク增強スルヲ報告 セリ.脾 剔出後患者 ハ一時發熱 スルモ這ハ一時的ナ リ.

然ルニ脾剔出後赤血球抵抗 ノ上昇 スルハ一般性溶血性黄疸ヲ除キ一般 ニ持續性ナ リ.故 ニ發熱

ハ脾剔出後ノ赤血球抵抗 上昇 ノ原因ナラズ.動 物ニテモ亦然ル可 シ.

第5節　 血液 或ハ血淸 類脂肪 ト赤血球抵 抗 トノ關係

血淸「コレステ リン」ガ「サボニン」溶血 ニ對 シ抑制作用 ヲ有スルハ今日認 メラレシ事實ナリ.

 Kingハ 脾剔出後赤血球抵抗 ノ增大 スルハ血液内ノ溶血性物質タル不飽和脂肪酸減量 シ溶血抑

制物質タル全脂肪,「 コレステ リン」增量ニ基因ストセ リ.余 ハ第26表 ノ如 ク脾剔出後ノ赤血

球抵抗 ヒ昇 ト血淸「コレステ リン」量 トハ無關係ナル ヲ知 レリ.洗 滌血液ニ於 テモ抵抗 上昇ヲ證

明スルハ尚ホ雄辯ニ此關係ヲ示 ス.

第6節　 赤血 球抵 抗 ト血淸 トノ關係

Pelハ 剔脾動物ノ赤血球抵抗 上昇 ト血淸 トノ間ニハ關係無キヲ證 セリ.余 ハ脾剔出後 ノ赤血

球抵抗檢査ニハ洗滌赤血球ヲモ使用 セルガ故ニ脾剔出後赤血球抵抗 ノ上昇スルハ血淸 ト關係 セ

ザルハ明カナ リ.
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第7節　 赤血球 抵抗 ト脾臟滲 出「ホル モ ン」等 トノ關係

Eddy,稻 松氏等ハ脾臟 ハ内分泌的ニ或種 「ホルモン」ヲ産出 シテ赤血球抵抗 ヲ減弱セシム ト

言ヘリ.余 ハ剔出生存脾ノ灌流液中ニ赤血球抵抗減弱 ヲ招致スル物質 ヲ證明 シ得ズ.又 自家溶

血素檢査モ亦陰性ナリ.脾 動靜脉血漿置換試驗モ亦略ボ同樣ナ リ.故 ニ脾剔出後 ノ赤血球抵抗

ノ上 昇 ハ内分泌 的物質 ノ缺 乏ニ ヨル ト

ノ説 ニ賛 スル能 ハズ.
第26表　 血淸 「コ レステ リン ト」赤血球抵抗

1)　 野○セ○　 ♀　Banti氏 病

2)　 犬　 ♂　9.0kg

第8節　 幼若赤 血球 ト赤血球

抵抗 トノ關係

Hirschfeldハ 脾剔出後骨髓ノ抑制

作用缺落 ニヨリ造血機能昂進セラレ流

血中ニ多數出現スル幼若赤血球ガ抵抗

上昇 ヲナ ス トセ リ.余 ハ動物 實驗及 ビ

臨牀覲察ニテ幼若赤血球ガ老舊赤血球

ヨリ滲透性抵抗強大ナルヲ證明 シ得 シ

ハ第4章 ノ如 シ.

脾剔出後流血中ニ多數ノ幼若赤血球

就中網状赤血球 出現 スルコトハ第20

表,第21表 及 ビ第25表 ニヨリ明 カナ

リ.而 シテ脾剔出後網状赤血球ノ著明

ニ出現增加 スル時ニ一致 シテ赤血球滲

透性抵抗ハ增大ス.殊 ニ最大抵抗 ニ於

テ著明ニ增大 ス.即 チ網状赤血球ノ出

現增加 ト赤血球抵抗ノ增大 トハ極 メテ

密接 ナル關係ヲ有ス.仍 テ更 ニ殘存赤

血球 ニ就テ超生體染色ヲ試 ミ多數 ニ網

状赤血球ノ存 スルヲ知ル ト同時ニ尚ホ

少數ノ有核赤血球, Jolly氏 小體保有赤

血球モ存スルヲ知 リ得タリ.故 ニ余ハ

脾剔出後赤血球滲透性抵抗ノ增強スル

ハ骨髓ニ對 スル脾臟 ノ抑制作用除カ レ

シ爲 メ流血中ニ多數 ノ幼若赤血球 ノ出

現 スル ニ因ル モノ ト信 ズ.
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第7章　 總 括

上述諸 實驗ノ成績ヲ總括スレバ次ノ如 シ.

1.　完全血液及 ビ「チ トラー ト」血液 ニテ一般ニ動脉赤血球抵抗 ハ靜脉赤血球 ノ抵抗 ヨリ強

シ.此 動靜脉赤血球ノ抵抗差異ハ最小抵抗 ニ在 リ.

2.　 洗滌赤血球 ニテハ動靜脉血ニ此抵抗差異無 シ.

3.　脱繊維靜脉赤血球ノ抵抗 ハ然 ラザルモノヨリ強 シ.動 脉血ニテハ脱繊維 ヲ爲 スモ影響無

シ.

4.　 動靜脉血相互間ノ血漿置換ヲ行フ時ハ兩者間ニ抵抗差異ヲ認 メズ.

5.　動靜脉赤血球間ノ抵抗差ハ血液ノ炭酸瓦斯含有量ハ原因スルコト大ナ リ.換 言ス レバ酸

素結合度ニ因ルモノナルベシ.

6.　少量ノ「チ トラー ト」溶液 ニヨリ不凝固 ト爲 セル血液ノ赤血球滲透性抵抗 ハ完全血液 ノ抵

抗 ヨリ減弱セズ.

7.　洗滌赤血球 ノ滲透性抵抗ハ洗滌セザル赤血球 ヨリ最 小抵抗弱 シ.

8.　血淸 ハ輕度ニ溶血抑制作用ヲ有ス.

9.　赤血球滲透性抵抗 ヲ時間的ニ觀察スル時ハ最 初ノ30分 間 ニ於 テ最著明 ニ減弱 シ其後ハ

緩漫ナリ.氷 室ニテハ此減弱極輕度 ナルモ18℃ 乃至28℃ ノ間ニテハ可ナリ著明ナ リ.

10.　温度上昇ハ赤血球滲透性抵抗 ノ減弱 ヲ來 ス. 50℃ 以 上ニテハ自然溶血現象ヲ呈ス.

11.　血液貯藏時間ノ長キ程赤血球滲透性抵抗 ハ減弱ス.氷 室ニテハ此減弱極輕度 ナルニ温度

高キ時ハ著 シ.

12.　赤血球滲透性抵抗 ハ季節的ニ變化無 シ.

13.　月經前,月 經中ハ赤血球滲透性抵抗 ハ變化無シ.月 經終了後最大抵抗ハ增強ス.此 抵抗

増強ハ月經後第14日 ニシテ略ボ月經前ニ復 ス.

14.　健康人12人 ノ赤血球滲透性抵抗ノ平均値ハ最小抵抗0.43%肉 眼的最大抵抗0.27%鏡 檢

的最大抵抗ハ0.22%ノ 低張食鹽水濃度ニ當ル.抵 抗幅ハ0.21ナ リ.男 女性別 ニヨル抵抗差無

シ.

15.　家兎ニ瀉血ヲ行フ時ハ流血中ニ多數網状赤血球增 加ス.

16.　網状赤血球ハ骨髓 ノ造赤血球機能判定ニ當 リ其機能亢進ヲ最 モ早期且鋭敏 ニ示 スモノナ

リ.

17.　動物實驗ニテモ臨牀例 ニテモ流血中ニ多數ノ幼若赤血球就中網状赤血球 ノ出現セル時ハ

赤血球滲透性抵抗 ハ著 シク增大ス.

18.　流血中ニ多數幼若赤血球就中網状赤血球ノ出現 セル「チトラー ト」血液ヲ遠心沈降 セシメ

上下赤血球層 ノ抵抗 ヲ見ル時ハ上層赤血球ハ下層赤血球ヨリ抵抗著 シク強大ナ リ.而 シテ上層
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赤血球中ニハ網状赤血球60%若 クハヨリ以上ニ證明シ下層 ニハ漸ク1%又 ハ是 レ以下 ナルヲ

知ル.

19.　幼若赤血球 ノ滲透性抵抵ハ老舊赤血球ニ比 シ大ナ リ.

20.　脾動靜脉赤血球間ノ滲透性抵抗差ハ家兎 ニテハ末梢動靜脉赤血球間ニ於ケル ト同ジ.犬

ニテハ抵抗差異ハ最小抵抗ニ於テ著明ナ リ.而 シテ實驗 ノ少數ニテ靜脉赤血球 ニ抵抗弱キ時 ト

強キ時 トアリ.大 數ニテハ相等 シ.

一般性溶血性黄疸患者2例 ニテハ1例 ニ脾動脉及 ビ脾靜脉血間ニ抵抗差無 シ.他 ノ1例 ニテ

ハ脾靜脉赤血球ニ抵抗強 シ.即 チ脾臟ノ役目大ナル場合 ニハ脾動靜脉赤血球間ノ抵抗差ハ末梢

動靜脉赤血球間ノ抵抗差 ト異 リ脾臟ノ赤血球ニ對スル影響 ヲ考慮 スルヲ要 ス.

21.　脾靜脉赤血球 ト他靜脉赤血球 トノ抵抗差ハ家兎ニテハ無 シ.家 兎肝靜脉赤血球 ガ何 レノ

靜脉赤血球 ヨリ抵抗弱 キ場合 ヲ見タリ.犬 ニテ脾靜脉血ニ却テ抵抗強キモノヲ少數ニ見,弱 キ

モノモ少數ニ見ルモ多クハ相等 シ.

一般性溶血性黄疸2例 ハ共 ニ脾靜脉赤血球 ハ正中靜脉赤血球 ノ抵抗 ヨリ著 シク強大ナ リ.

22.　剔出生存脾灌流液中ニハ自家赤血球溶血素竝 ニ自家赤血球滲透性抵抗 ヲ左右スル物質ヲ

證明 シ得ズ.

23.　4例 ノ自家觀察溶血性黄疸 ニテハ何 レモ赤血球滲透性抵抗 ハ減弱 セリ. Banti氏 病,黴

毒性脾腫,菌 性脾腫等ニテモ亦可ナ リ著 シク抵抗ノ減弱セルヲ見タリ.仍 テ溶血性黄疸診斷上

赤血球滲透性抵抗 ノ測定價値ハ絶對的ノモノナラズ.單 ニ其成績陽性ナル時ニ一參考 トシ得.

24.　脾剔出後赤血球滲透性抵抗 ハ一般 ニ增大ス.家 兎ニテハ著 シカラザルモノアレドモ犬及

ビ人 ニテハ著明ナリ.人 ニテハBanti氏 病,菌 性脾腫ニテ殊ニ著 シ.

25.　一般性溶血性黄疸ハ脾剔出後一過性ニ赤血球滲透性抵抗 ヲ增大 シ後再 ビ減弱ニ傾ク.局

所性溶血性黄疸ハ持續的ニ抵抗增大 シ1例 ニテ1年 後モ尚ホ可ナ リ著 シク增大 セルヲ見タリ.

26.　脾剔出後動物ニテモ,人 ニテモ貧血ヲ来 サズ.却 テ赤血球數,血 色素量ハ增加傾向ヲ示

ス.

27.　脾剔出後流血中ニ多數幼若赤血球就中網状赤血球出現ス.家 兎ニテハ稍々著 シク犬及 ビ

人ニテハ著明ナ リ.

28.　脾剔出後例外ナクJolly氏 小體保有赤血球出現 セリ.

29.　「コラルゴール」ニテ網状織内被細胞系統ヲ填塞スル時ハ微量注射ハ赤血球數ノ輕度ノ減

少 ヲ來 シ他 ノ赤血球像ニ變化無 シ.赤 血球滲透性抵抗 ハ最小抵抗少ク增強 シ最大抵抗 ハ著變ナ

シ.少 量以上ノ注射時ニハ一過性ニ赤血球數增加 シ後漸次注射 ヲ重ヌル ト共 ニ減少 ス.流 血中

ノ幼若赤血球就中網状赤血球,有 核赤血球 多數ニ出現ス.例 外ナクJally氏 小體保有赤血球出

現 セリ.赤 血球滲透性抵抗 ハ最小抵抗著シク減弱 シ最大抵抗著 シク增大ス.抵 抗輻ハ擴大ス.

30.　脾臟 ハ赤血球滲透性抵抗 ヲ減弱 セシムル作用ヲ有ス.同 時 ニ赤血球 ノ破壞淘汰ヲ營 ム.
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31.　網状織内被細胞系統ハ一般ニ赤血球 ヲ破壞貪喰 スルモノナルベシ.

32.　脾臟 ハ骨髓 ノ造赤血球機能ヲ抑制調節ス.

33.　脾剔出後血淸「コレステリン」量增加ス.脾 剔出後赤血球滲透性抵抗ハ「コレステ リン」増

量 ト無關係 ニ增大 ス.

第8章　 結 論

脾臟ハ赤血球 ノ淘汰ニ對 シ極 メテ重要ナル地位 ヲ占ムルモノニテ啻ニ赤血球ノ破壞貪喰ヲ營

ムノミナラズ,赤 血球滲透性抵抗ヲ減弱 セシムル特有ノ作用ヲ有ス.

脾臟 ノ赤血球破壞貪喰作用 ハ夫 レ自身多クノ網状内被細胞ヲ含有スルニ由來 スベシ.

脾剔出後赤血球滲透性抵抗 ノ增強ヲ來 スハ上記脾臟 ノ機能消失ノ外 ニ脾臟 ノ有 スル骨髓 ノ造

赤血球機能 ニ對スル抑制作用 ノ消失ニヨリテ骨髓 ノ該作用亢進 シ流血中ニ多數幼若赤血球出現

増加スルニヨルモノト信ズ.從 テ脾臟内分泌説又ハ類脂肪説ヲ以テ説明スルハ妥當ニ非ズ.

擱筆ニ當 リ本問題 ノ研究 ヲ命ゼラレ且終姶御懇篤ナル御指導ヲ腸ヒシノミナラズ御校閲ヲ辱 フセシ恩

師泉先生ニ滿腔 ノ謝意ヲ表 シ.尚 ホ終始御鞭撻ヲ腸ハリシ榊原講師ニ深謝ス.(4. 4. 22.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Die experimentellen und klinischen Untersuchungen 

u ber den Einfluss der Splenektomie auf die 

osmotische Resistenz der Erythrocyten.

Von

Dr. Yoshijiro Sakai.

Aus der chirurgischen Klinik der Universitat zu Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. G. Izumi.)
Eingegangen am 22. April, 1929.

Vor und nach der Splenektomie bei Tieren und Milztumorkranken, und nach der 

Blockierung des Retikuloendothelsystems durch 1%. Collargol an Kaninchen unter

suchte der Verfasser die Veranderungen der osmotischen Erythrocytenresistenz und kam 

zu folgenden Resultaten.
1. Da sich die osmotische Erythrocytenresistenz nicht nur bei dem hamolytischen 

Ikterus, sondern auch bei der Mb. Banti, Splenomegalia mycotica und Splenomegalia 

syphilitica vermindert, ist der diagnostiche Wert derselben fur den hamolytischen Ikterus 

zwar nicht entscheidend, aber doch unterstutzend.

2. Die osmotische Resistenz zwischen Milzarterien und -venen zeigt bei den Kanin

chen keine Differenz, bei den Hunden verschiedene Verhaltnisse und bei dem hamoly

tischen Ikterus auch keine bestimmte Veranderung. Der Verfasser fand beim Vergleich 

von Milz- und Peripherievenenblut der oben genannten 3 Falle fast gleiche Verhaltnisse 

bei der osmotischen Resistenz der Erythrocyten.

3. Durch die Durchstromungsversuche der uderlebenden Menschenmilz mit physiol

ogischer Kochsalzlosung stellte der Verfasser weder Autohaemolysin noch die Substanzen, 

durch die diese osmotische Resistenz verandert wind, fest.

4. Nach der Milzexstirpation bei Tieren und Menschen konstatierte der Verfasser 

eine Vermehrung der Erythroblasten, insbesondere der retikulierten Erythrocyten und 

Jollykorperchen im Blute, wobei die Zahl und der Hamoglobingehalt der Erythrocyten 

etwas gesteigert ist.

5. Diese osmotische Resistenz steigert sich nach der Milzexstirpation beim Kanin

chen zuweilen etwas undeutlich, aber beim Hunde und Menschen immer auffallend. Vor 

der Operation herabgesetzte osmotische Resistenz steigert sich dauernd nach der Milz
exstirpation beim lokalen Typus des hamolytischen Ikterus (Izumi-Sakakihara), aber bei
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dem allgemeinen Typus (Izumi-Sakakihara) nicht.

6. Bei Tieren tritt die Hypercholesterinaemie immer nach der Milzexstirpation auf, 

die mit der Steigerung der osmotischen Resistenz der Frythrocyten keinen Zusammen

hang hat,

7. Bei der Blockierung des Retikuloendothelsystems konstatierte der Verfasser am 

Kaninchen eine Verminderung der absoluten Zahl der Erythrocyten nach voruber

gehender Vermehrung, wobei die jungen resp. retikulierten oder kernhaltigen oder 

jollykorperhaltigen vermehrt sind. Durch diese Versuche stellte der Verfasser eine 
deutliche Erweiterung der Weite der osmotischen Resistenz der Erythrocyten fest.

(Autoreferat.)
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